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第１章    計画の策定にあたって 
 

 

 

１ 計画改定の趣旨 

本市では、平成28年４月に『育みます！ やさしさと元気のまち』の理念のもと、

「地域で共に支え合い、誰もが安全安心に暮らせる、住民主体のまち」、「利用者本位

の福祉サービスが充実したまち」という２つの基本目標を掲げた『第２期都留市地域

福祉計画』を策定し推進してまいりました。 

 

近年、少子高齢化・人口減少の進行とともに、ライフスタイルや価値観の多様化等

を背景として、家庭での扶養機能や地域での相互扶助機能が低下しており、ひとり暮

らし高齢者の孤独死、子育てに悩む保護者の孤立、児童や高齢者、障がい者に対する

虐待や自殺等に加えて、引きこもり状態の長期化等による８０５０問題や介護と育児

を同時に担うダブルケアの問題等、複合的な課題が顕在化しています。また、防災・

減災の観点からも、地域の多様な担い手を育て、その連携を強めていくことが重要な

課題になっています。さらに、新型コロナウイルス感染症の影響等により地域の行事

や集まりが減少し、住民同士の関係の希薄化や生活に困難を抱える人の孤立化が危惧

されています。 

国では、地域のあらゆる住民が役割を持ち、支え合いながら、自分らしく活躍でき

る地域コミュニティを育成し、公的な福祉サービスと協働して助け合いながら暮らす

ことのできる地域共生社会の実現を目指して、平成28年７月に「我が事・丸ごと」地

域共生社会実現本部を設置し、社会福祉法等の関係法令を改正しました。 

また、令和２年６月の「地域共生社会の実現のための社会福祉法等の一部を改正す

る法律」の公布により、既存の相談支援等の取り組みを活かしつつ、地域住民の複雑

化・複合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制を構築するため、相談支援、

参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に実施する新たな事業（「重層的支援体制

整備事業」）が創設され、包括的かつ重層的な支援体制の整備が推進されています。 

第２期都留市地域福祉計画は、計画期間が令和３年度に終了することから、策定以

降の社会情勢等の変化や、本市における地域福祉を取り巻く現状等を踏まえ、子ども

から高齢者まであらゆる世代の人々が、これまで以上に安心していきいきと暮らして

いけるまちを目指し、新たな第３期都留市地域福祉計画を策定します。 
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２ 計画の位置づけ 

本計画は、社会福祉法第107条の規定に基づく「市町村地域福祉計画」であり、本

市における地域福祉を推進するための施策展開の基本となるものです。 

本計画は、第６次都留市長期総合計画を上位計画とし、その福祉分野の具体的な施

策を実行するための補完計画として、各法律に基づき策定された『第８期都留市高齢

者保健福祉計画・介護保険事業計画』『第２次都留市子ども・子育て支援事業計画』『都

留市障害者計画・第６期障害福祉計画・第２期障害児福祉計画』に共通する地域福祉

推進の理念により、各分野の横断的な福祉課題に総合的に取り組むための計画として

地域福祉計画は位置づけられます。 

各福祉分野の補完計画は、本計画の対象分野であるため、本計画の施策の一部とし

て位置づけられます。 

また、地域福祉計画は地域福祉の推進に取り組む総括的な計画として、都留市社会

福祉協議会において策定される『都留市地域福祉活動計画』は実践的な計画として、

地域福祉の推進について連携していくこととなります。 

 

［ 位置づけ図 ］ 
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３ 地域福祉に求められる新たな視点「ＳＤＧｓ」との関係 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals の略）とは、「持続可能な開発目標」

を指す言葉で、平成27（2015）年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開

発のための2030アジェンダ」に記載された、令和12（2030）年までに達成するた

めに掲げた国際目標です。ＳＤＧｓは、地球上の「誰一人として取り残さない」こと

を誓い、持続可能な世界を実現するための目標とのターゲットから構成されています。

このＳＤＧｓを達成するための取組が、日本を含め各国で進められており、地方自治

体においても、各種計画の策定や方針の決定にあたっては、ＳＤＧｓの理念を最大限

反映させることが重要となっています。 

本市では、ＳＤＧｓが第６次都留市長期総合計画の基本構想に掲げる目指すべき将

来像「ひと集い  学びあふれる  生涯きらめきのまち  つる」と同様の方向性である

ことから、ＳＤＧｓの取組を市全体に広げていくため、令和３年４月29日に市長を本

部長とした都留市ＳＤＧｓ推進本部を立ち上げ、全庁的に取組を進めています。 
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【本計画の基本施策に関わるＳＤＧｓのゴール】 

  

ゴール 都留市の取組方針 

 

生活困窮者への支援、地域見守り活動の推進を行ない、貧困を

減らすことを目標に貧困や弱い立場にある人を支援し、守る仕

組みを構築します。また、避難行動要支援者の支援をとおし、

災害により社会的弱者が被る被害を減らすための支援を行ない

ます。 

 本計画の施策全体をとおして、市内に暮らすあらゆる年齢の全

ての住民に健康的な生活を確保し、地域福祉を促進していくよ

うに取り組んでいきます。 

 

多様な事業主体によるサービス提供体制の整備をとおして、地

域の雇用創出や行政コストの削減を目指し、地域社会の活性化

に結び付けていけるように取り組んでいきます。また、生活困

窮者への支援を行うなかで新たな社会資源の創出に努めていき

ます。 

 

生活困窮者やひきこもり等への支援を行ないます。また、成年

後見制度の利用促進やヤングケラーへの支援等をとおして、福

祉サービス利用者の権利擁護を推進します。上記の施策を行な

い、地域の所得格差、不平等を無くすことを目標とします。 

 

避難行動要支援者の支援を通して、自然災害のリスクの管理を

実施していきます。また、ボランティア団体・ＮＰＯ法人の活

動の推進及び多様な事業主体によるサービ提供体制の整備を行

い、地域住民が自分の地域に住み続けられるまちを目指しま

す。 

 

地域見守り活動の推進や福祉サービス利用者の権利擁護を通し

て、社会的弱者への暴力、虐待を無くし、全ての人が平等に守

られる社会を目指します。また、情報提供機能の強化をとおし

て、正しく機能し、正しい情報を発信する公共機関を目指しま

す。 

 

地域での身近な相談活動を担っている民生委員・児童委員、障

害者相談員、ケアマネージャー、社会福祉協議会、ＮＰＯ法

人、各支援センター、サービス提供事業者、医療機関などとの

連携を強化し福祉サービス利用者が安心して地域で生活できる

体制を整備していきます。 
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４ 計画の期間 

本計画は、令和４年度から令和８年度までの５年間を計画期間とします。 

なお、計画期間中であっても社会福祉制度の動向や地域福祉に係る環境の変化を踏

まえ、必要に応じて計画の見直しを検討します。 

 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

第３期地域福祉計画 

令和４年度～令和８年度 

第８期都留市高齢者保健福祉計画・

介護保険事業計画 

令和３年度～令和５年度 

 

第２次都留市子ども・子育て支援事業計画 

令和２年度～令和６年度 
 

都留市障害者計画・第６期障害

福祉・第２期障害児福祉計画 

令和３年度～令和５年度 

 

第６次都留市長期総合計画 

平成 28 年度～令和８年度 
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５ 第２期都留市地域福祉計画策定後の主な制度改正等 

平成28年３月に『第２期都留市地域福祉計画』が策定された以降に、地域福祉を取

り巻く制度などに変化のあったものを取り入れて、令和４年３月から『第３期都留市

地域福祉計画』を策定します。 

 

年 月 機関 概要 

平成 28 年 

３月 都留市 第２期都留市地域福祉計画策定 

４月 国 

障害者雇用促進法改正 

雇用の分野における、差別的取扱いの禁止、合理的

配慮の提供が義務化 

８月 国 

児童福祉法の改正 

全ての児童が健全に育成されるよう、児童虐待につ

いて発生予防から自立支援まで一連の対策の更なる

強化等を図るため、児童福祉法の理念を明確化する

とともに、母子健康包括支援センターの全国展開、

市町村及び児童相談所の体制の強化、里親委託の推

進等の所要の措置を講ずる。 

平成 29 年 

３月 
国 

成年後見制度利用促進基本計画 

成年後見制度の利用の促進に関する法律（平成 28

年法律第 29 号）に基づき策定 

市社協 第２次都留市地域福祉活動計画策定 

12 月 国 

地域共生社会の実現に向けた地域福祉の推進につい

て 

平成 30 年４月の社会福祉法（昭和 26 年法律第 45

号）の一部改正に伴い、策定が努力義務となり、法

律第 106 条の３第１項各号で規定する「包括的な支

援体制の整備に係る事業に関する事項」が計画に盛

り込むべき事項として新たに追加されたことを踏ま

え、平成 29 年 12 月 12 日に各都道府県知事、指定

都市長、中核市長宛に「地域共生社会の実現に向け

た地域福祉の推進について」を通知 

平成 30 年 

４月 国 改正社会福祉法の施行 

12 月 国 

ユニバーサル社会実現推進法 

ユニバーサル社会の実現に向けた諸施策を総合的か

つ一体的に推進するため、国等の責務を明記し、諸

施策の策定等に当たっての留意点を定めた 
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年 月 機関 概要 

平成 31 年 ４月 国 

障害者活躍推進プラン 

障害のある人の生涯にわたる多様な学びを応援する

ため、学校卒業後の障害のある人の生涯にわたる主

体的・継続的な学びの場の充実に向けて教育・学習

面の条件整備を行い、障害のある人の真の社会参加

や自立の実現を目指している。 

令和元年 
６月 国 

読書バリアフリー法成立 

視覚障害や発達障害、上肢の障害などがある人の読

書環境の整備を進める 

１２月 県 山梨県地域福祉支援計画の改定 

令和２年 
６月 国 改正社会福祉法の可決・成立 

９月 県 ひきこもりに関する調査 

令和３年 

５月 国 災害対策基本法の改正 

７～８月 県 ヤングケアラーの実態に関する調査 

１２月 県 ヤングケアラー支援ガイドラインの策定 

令和４年 ３月 都留市 第３期都留市地域福祉計画の策定 
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第２章    地域福祉を取り巻く現状 
 

 

 

１ 都留市の現状 

（１）人口の推移  

① 人口の推移 

本市の人口の推移をみると、人口及び外国人を除いた人口ともに、平成28年度以降

減少傾向にあります。一方、外国人の増減をみると、平成28年度から平成30年度に

かけて増加していましたが、その後減少に転じています。 

 

人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市民課（各年度３月 31 日現在） 
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② 世帯数の現状 

本市の世帯数の推移をみると、平成28年度以降増加傾向にあります。 
 

世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市民課（各年度３月 31 日現在） 

 

（２）高齢者の現状  

① 高齢者の推移 

本市の高齢者の推移をみると、高齢者数（65歳以上）、高齢者数（65歳以上）外国

人、在宅一人暮らし高齢者数、すべて増加傾向にあります。 

高齢化率をみると、平成28年度以降増加しており、令和２年度では30.3％となっ

ています。 
 

高齢者の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市民課（各年度３月 31 日現在） 

在宅一人暮らし高齢者数は「第８期都留市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」 
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（３）子どもの現状  

① 出生者数の推移 

本市の出生者数の推移をみると、平成30年度から令和元年度にかけて減少していま

すが、その後令和２年度では増加し、176人となっています。 

一方、子どもの数（０～19歳）は減少傾向にあり、令和２年度では4,852人となっ

ています。 

 

出生者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市民課（各年度３月 31 日現在） 
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（４）年齢３区分別人口と高齢化率の推移  

① 年齢３区分別人口と高齢化率の推移 

本市の年齢３区分別人口と高齢化率の推移をみると、平成28年度から令和２年度の

５年間で、老年人口（65～74歳）と老年人口（75歳以上）を合わせた高齢者数は、

455人増加しています。また、令和２年度の高齢化率は、30.3％となっています。 

一方、子どもの数（０～19歳）は５年間で535人減少しています。 

 

年齢３区分別人口と高齢化率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市民課（各年度３月 31 日現在） 
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（５）障がい者の現状  

① 身体障害者手帳所持者の現状 

本市の身体障害者手帳所持者数の推移をみると、平成28年度以降減少傾向にあり、

令和２年度では1,001人となっています。等級別にみると、どの年も１級が最も多く

なっています。 
 

身体障害者手帳所持者の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：都留市福祉課（各年度 10 月１日現在） 

 

② 療育手帳所持者の現状 

本市の療育手帳所持者数の推移をみると、平成28年度以降、増減を繰り返して推移

しており、令和２年度では231人となっています。程度別にみると、Ｂ１（中度）が

増加傾向にあります。 
 

療育手帳所持者の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：都留市福祉課（各年度 10 月１日現在） 

Ａ１（最重度） Ａ２（重度） Ａ３（中度）

Ｂ１（中度） Ｂ２（軽度）

18 18 17 18 17 

69 69 69 68 65 
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③ 精神障害者保健福祉手帳所持者の現状 

本市の精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移をみると、平成28年度以降増加傾向

にあり、令和２年度では227人となっています。平成28年度と比べると53人増加し

ています。 

 

精神障害者保健福祉手帳所持者の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：都留市福祉課（各年度 10 月１日現在） 

  

１級 ２級 ３級
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（６）要介護（要支援）認定者数の推移  

① 要介護（要支援）認定者数の推移 

要介護（要支援）認定者数の推移をみると、平成28年度以降増加傾向にあり、令和

２年度では1,409人となっています。 

 

要介護（要支援）認定者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：介護保険事業状況報告（各年度９月 30 日現在） 

 

② 要介護（要支援）認定率の推移 

要介護（要支援）認定率の推移をみると、平成30年度、令和元年度の16.3％をピ

ークに、令和２年度では16.0％となっています。 

 

要介護（要支援）認定率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：介護保険事業状況報告（各年度９月 30 日現在） 
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（７）生活保護者の現状  

① 被保護者の推移 

本市の保護世帯数、保護者数の推移をみると、令和２年度では167世帯、196人と

なっています。保護率をみると、令和２年度では6.6‰となっており、平成28年度の

8.1‰から1.5ポイント下がっています。 
 

被保護者の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：福祉課（各年度とも翌年３月 31 日現在） 

 

② 生活保護の相談件数 

生活保護の相談件数の推移をみると、令和２年度では87件となっており、平成28

年度と比べると40件増加しています。 
 

生活保護 相談件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：福祉課（各年度とも翌年３月 31 日現在） 
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（８）生活困窮者自立支援の現状  

① 生活困窮相談件数の推移 

生活困窮の相談件数の推移をみると、平成27年度から令和元年度にかけて、最も相

談件数が多い年で、平成30年度の49件となっていましたが、令和２年度では新型コ

ロナウイルス感染症の影響により、103件まで増加しています。 
 

生活困窮相談件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：福祉課（各年度とも翌年 3 月 31 日現在） 
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（９）地域の福祉活動の現状  

① 地域福祉活動団体等の推移 

地域福祉活動団体等の推移をみると、どの団体も横ばいで推移しています。 

 

地域福祉活動団体等の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：社会福祉協議会、内閣府ＮＰＯポータルサイト、地域環境課、福祉課 

（各年度３月 31 日現在） 

 

  

ボランティア団体 ＮＰＯ法人 老人クラブ

自治会 民生委員・児童委員

110 111 110 108 107
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２ 福祉関係計画の動向 

高齢者保健福祉・介護保険分野、子ども・子育て支援分野、障害福祉分野の施策に

ついては本計画の対象ではありますが、既に各分野で個別に計画が策定され、施策が

実施されているため、本計画の策定にあたって、各分野の個別計画を本計画の施策の

一部として位置づけます。 

各分野の施策の詳細については、各計画をご覧いただきたいと思いますので、ここ

ではその概要について説明します。 

 

（１）高齢者保健福祉・介護保険分野 

『第８期都留市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画』 

国の将来予測によると、令和７（2025）年には団塊の世代が75歳以上となり、令

和22（2040）年には団塊ジュニアが65歳以上、高齢者人口の増加に加え、介護が

必要となるリスクの高い85歳以上の高齢者の増加が予想されています。本市において

も高齢化率は年々上昇傾向にあります。 

このような状況のなか、本市では、地域のすべての人がいつまでも健康で暮らし、

生きがいを持つことで、可能な限り住み慣れた地域でその人らしく暮らせる活力ある

まちづくりを目指し、「誰もが生きがいを持ち、はつらつと暮らせるまち」を基本理念

として第７期都留市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画を策定、推進してきまし

た。 

しかし、令和２年４月に新型コロナウイルス感染症の、感染症対策として緊急事態

宣言が発令されて以降、高齢者保健福祉や介護保険制度にかかるサービスや事業につ

いても、新しい生活様式を意識した見直しや工夫が必要となっています。 

 

 

① 基本理念 

【 誰もが生きがいを持ち、はつらつと暮らせるまち 】 
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② 施策の体系 

基本目標 基本施策 

１ いつまでも健やかに暮らせるまち 
１ 疾病予防・健康づくりの推進 
２ 介護予防・重度化防止に向けた取組の推進 

２ いきいきと活動し、生きがいを持てるまち 
１ 高齢者の生きがい活動と社会参加の促進 
２ すべての人にやさしいまちづくりの推進 

３ 地域のみんなでささえあうまち 

１ 地域支援ネットワークづくり 
２ 認知症高齢者への支援の強化 
３ 地域包括ケアシステムの推進 
４ 在宅生活・介護支援の充実 

４ 安心して介護が受けられるまち 
１ 介護保険事業の推進 
２ 介護保険制度の適正利用に向けた取組 

 

 

（２）子ども・子育て支援分野 

『第２次都留市子ども・子育て支援事業計画』  

我が国では、出生率の低下や未婚率の上昇、晩婚化等の要因により、少子高齢化が

一層進行しています。就労環境や経済の変化等によって、仕事と家庭の両立に困難さ

が生じるとともに、待機児童問題や放課後児童クラブの不足も深刻で、結婚・出産・

子育ての希望が叶わない等、子ども・子育てを取り巻く環境は厳しいものとなってい

ます。 

さらに、家族構成の変化や、地域のつながりの希薄化等により、子育て家庭が子育

てに対する支援を得ることが難しくなっていることから、子育てに対する孤立感や負

担感、不安感の増加も指摘され、子ども・子育てへの支援のさらなる充実が求められ

ています。 

このような状況の中、国では、平成24年８月に、質の高い幼児期の学校教育及び保

育の総合的な提供、保育の量的拡大・確保、地域の子ども・子育て支援の充実などを

主な内容とする、子ども・子育て関連３法を制定し、平成27年４月から、子ども・子

育てを社会全体で支援する仕組みの構築に向けて取り組んできました。 

 

 

① 基本理念 

【 ひと集い 地域の中で、子どもが健やかにのびのび育つまちづくり 】 
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② 施策の体系 

基本目標 基本施策 

１ 子育て世代に寄り添った支援の充実 

１ 教育・保育及び子育て支援事業の充実 
２ 子育て世代のネットワークづくり 
３ 子育て相談・子育て情報の充実 
４ 子育て家庭への経済的支援 

２ 家庭・地域等の子育て力の充実 

１ 家庭における子育て力の向上 
２ 地域における子育て力の向上 
３ 次代の親の育成 
４ 教育・保育の人材の確保及び資質の向上 

３ 母親と子どもの健康の確保及び増進 

１ 子どもや母親の健康の確保 
２ 「食育」の推進 
３ 小児医療等の充実 

４ 子どもの心身の健やかな成長に資する

教育環境の整備 

１ 子どもの生きる力の育成に向けた学校
の教育環境等の整備 

２ 児童の健全育成 
３ 思春期保健対策の充実 

５ 支援が必要な家庭・児童へのきめ細やか

な取り組みの推進 

１ 児童虐待防止の充実 
２ 障害児支援施策の充実 
３ ひとり親家庭等の自立支援の推進 
４ 貧困家庭への支援 

６ 仕事と家庭生活の両立支援 

１ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・
バランス）実現のための環境づくりの
促進 

２ 男女共同参画社会の推進 
３ 子どもが安心して学び・遊ぶことので

きる環境の整備 
４ 安全・安心なまちづくりの推進 

 

  



21 

 

（３）障害福祉分野 

『都留市障害者計画・第６期障害福祉計画・第２期障害児福祉計画』  

我が国では、平成25年に「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するため

の法律（略称：障害者総合支援法、以下同じ）」を制定し障がいのある人が住み慣れた

地域で生活するための支援を推進してきました。 

平成28年には、「障害者総合支援法及び児童福祉法の一部を改正する法律（平成28

年法律第65号）」が公布され、「生活」と「就労」に対する支援の一層の充実や障がい

児支援のニーズの多様化にきめ細かく対応するための支援の拡充を図るほか、サービ

スの質の確保・向上を図るための環境整備等を行うことが求められています。 

本市ではこうした状況を踏まえ、障がいのある人を取り巻く環境の変化や課題に対

応し、基本理念で掲げた社会を実現するための障がい者施策に取り組んでいます。 

 

① 基本理念 

【 誰もが優しさをもってふれあい、 

        地域のなかで自分らしく暮らせる、元気あふれるまち 】 

 

② 施策の体系 

【障害者計画】 

基本目標 基本施策 

１ 相互理解と権利擁護の推進 

１ 障がいへの理解の推進 
２ 相互交流の推進 
３ 相談・支援体制の充実と連携 
４ 差別の解消及び権利擁護の推進 

２ 協働体制の整備 

１ ＮＰＯ、ボランティア等の活動の推進 
２ 障がい当事者活動の支援 
３ 当事者団体、家族会活動の支援 

３ 福祉サービスの充実 

１ 在宅福祉サービスの充実 
２ 暮らしの場の確保 
３ 福祉手当等制度の活用促進 
４ 地域を支えるマンパワーの確保 

４ 保健医療の充実 
１ 障がいの原因となる疾病等の予防・治療 
２ 医療・医学的リハビリテーション等の充実 

５ 教育の充実 １ 切れ目のない教育的支援体制の整備 

６ 雇用・就労の支援 
１ 就労の場の確保 
２ 就労に向けた支援施策の推進 

７ 生活環境の整備 
１ ユニバーサルデザインの推進 
２ 防災対策等の推進 

８ 社会参加の促進 

１ 情報アクセシビリティの推進 
２ スポーツ・文化・芸術活動の振興 
３ 外出や移動等の支援の充実 
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【第６期障害福祉計画】 

基本目標 基本施策 根拠法 

介護給付 

・居宅介護 
・重度訪問介護 
・同行援護 
・行動援護 
・重度障害者等包括支援 
・生活介護 
・療養介護 
・短期入所 
・施設入所支援 障

害
者
総
合
支
援
法 

生活支援 

・計画相談支援 
・地域移行支援 
・地域定着支援 

訓練等給付 

・自立訓練（機能訓練） 
・自立訓練（生活訓練） 
・就労移行支援 
・就労継続支援（A型） 
・就労継続支援（B型） 
・就労定着支援 
・共同生活援助 
・自立生活援助 

自立支援医療 
 

補装具 
 

市町村事業 

・理解促進研修 
・啓発事業 
・自発的活動支援事業 
・相談支援事業 
・成年後見制度利用支援事業 
・成年後見制度法人後見支援事業 
・意思疎通事業 
・日常生活用具給付等事業 
・手話奉仕員養成研修事業 
・移動支援事業 
・地域活動センター事業         等 

地
域
生
活
支
援
事
業 

 

都道府県事業 
・広域的な支援事業 
・専門性の高い相談支援事業       等 

 

【第２期障害児福祉計画】 

基本目標 基本施策 根拠法 

障害児通所給付 

・児童発達支援 
・放課後等デイサービス 
・保育所等訪問支援 
・医療型児童発達支援 
・居宅訪問型児童発達支援 

児
童
福
祉
法 

障害児相談支援 
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第３章    基本理念・基本目標 
 

 

 

１ 基本理念と基本目標 

（１）基本理念  

地域福祉をめぐる状況は、大きく変化しており、様々な分野の課題が絡み合い複雑

化しています。これらの課題の解決に向けては、地域福祉推進の主役である住民が自

らの暮らす地域の問題を「我が事」ととらえ主体的に地域福祉活動に参画するととも

に、地域活動団体、ボランティア団体、都留市社会福祉協議会等と行政が連携を図り

ながら、住民の生活課題を「丸ごと」解決できる体制を構築することが必要となりま

す。 

本市では、第２期計画において、すべての住民がいきいきと暮らすことのできるま

ちを目指して、基本理念を『育みます！ 優しさと元気のまち』と定め、地域福祉を

推進してきました。 

本計画では、第２期計画の基本理念を継承し、地域共生社会の実現に向け、地域福

祉の推進に取り組んでいきます。 

 

【 基 本 理 念 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

育みます！ 優しさと元気のまち 
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（２）基本目標  

基本目標１ 「地域で共に支え合い、誰もが安全安心に暮らせる、住民主体

のまち」を目指します 

だれもが、自分が暮らす身近な地域で起きている問題に関心を持ち、自ら参画し、

解決につなげられる地域づくりを推進します。住民の福祉意識の醸成や住民や地域の

団体など地域の資源を最大限活用し、支え合いや助け合いの活動を促進することで、

みんなで支えあう地域を目指します。 

誰もが地域でいつまでも安心して暮らせるよう、災害への備えとして、自主防災活

動の推進や災害時要援護者の支援等を行うとともに、犯罪被害を防止するため、日頃

の見守り活動の推進等により、地域の防災力・防犯力の強化を図ります。 

また、ボランティアなど人的資源の活用を含めた移動手段の確保を検討し、誰もが

暮らしやすい環境整備を推進します。 

 

基本目標２ 「利用者本位の福祉サービスが充実したまち」を目指します 

だれもが、地域福祉の問題について気軽に相談でき、その人の生活課題に応じた的

確な支援が受けられ、解決につなげる仕組みづくりを行います。また、地域の資源を

効果的につなげるため、市民、地域（町会等）、福祉関係者、さらに庁内等連携会議に

より行政内の連携を図り相談体制を充実します。 

さらに、一人ひとりの権利が守られるよう、成年後見制度の利用促進を図る等、福

祉サービスを必要とする人の権利擁護に努めます。 
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「地域で共に支え合
い、誰もが安全安心
に暮らせる、住民主
体のまち」を目指し
ます 

「利用者本位の福
祉サービスが充実
したまち」を目指
します 

 

２ 計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

［ 基本理念 ］ ［ 基本施策 ］ ［ 基本目標 ］ 

育
み
ま
す
！ 

優
し
さ
と
元
気
の
ま
ち 

（１）住民主体の地域福祉活動の推進 

（２）ボランティア団体・NPO 法人の活動の推進 

（３）避難行動要支援者の支援 

（４）地域見守り活動の推進 

（５）総合的な相談支援体制の整備 

（６）生活困窮者等への支援 

（７）情報提供機能の強化 

（８）福祉サービス利用者の権利擁護 

（９）多様な事業主体によるサービス提供体制の整備 
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第４章    施策の展開 
 

 

 

基本目標１ 「地域で共に支え合い、誰もが安全安心に暮

らせる、住民主体のまち」を目指します 

（１）住民主体の地域福祉活動の推進  

【 現状・課題 】 

住民が地域での福祉への関心や理解を深めるためには、子どもから高齢者、障がい

者等の交流の機会が重要です。 

本市では、地域住民の抱えている生活課題と行政としての課題の共通する部分を各

団体に働きかけてきました。今後も課題を共有しながらさらなる住民参加による地域

福祉活動を強化していく必要があります。また、関係者と連携・協働して都留市独自

の福祉教育実践プログラムを開発し、さらに充実・強化を図っていく必要があります。 

アンケート調査によると、地域における災害時の声かけ、安否確認の声かけ、住民

相互の自主的な協力関係が求められており、近所付き合いや地域活動を通して交流し

ていくことが重要です。 

こうした現状から、地域の課題や地域活動について、近所の人たちと相談し、助け

合える関係を望む人が多くいますが、実際には立ち話をする程度やあいさつを交わす

程度の付き合いとなっています。今後も、だれもが安心して暮らすことができる地域

づくりのため、住民同士の交流を深め、地域住民による支え合い活動や隣近所の住民

とのコミュニケーションを促進することが必要です。 
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【日常生活が不自由になった時に地域であるとよい手助けについて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

安否確認の声かけ

話し相手

買い物の手伝い

家事の手伝い

通院など外出の手伝い

悩み事の相談相手

お弁当の配食

短時間の子どもの預かり・世
話

高齢者などの預かり・世話

災害時の手助け

特にない

その他

無回答

46.2

26.8

29.1

15.0

30.5

18.8

19.6

10.1

20.4

50.8

8.8

0.9

4.2

0 20 40 60 80 100
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【困っている世帯があった場合にできることについて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

安否確認の声かけ

話し相手

買い物の手伝い

家事の手伝い

通院など外出の手伝い

悩み事の相談相手

お弁当の配食

短時間の子どもの預かり・世
話

高齢者などの預かり・世話

災害時の手助け

特にない

その他

無回答

57.8

40.7

30.9

10.1

16.8

19.9

11.0

9.2

2.6

43.8

9.3

2.1

4.2

0 20 40 60 80 100
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【 取組 】 

① 地域福祉活動への住民参加の仕組みづくり 

地域福祉活動への参加を促進するため、地域福祉や地域活動に関する情報の提供を

充実していきます。 

また、地域福祉活動へのきっかけとして、サロン等の交流の「場」への参加を促進

します。地域の団体を支援し、すべての地区にサロン等の交流の場が広がるよう働き

かけます。 

 

② 都留市社会福祉協議会、都留市まちづくり市民活動支援センターとの連携強化 

地域福祉活動への住民参加については、地域における福祉活動の中心的な役割を担

っている都留市社会福祉協議会や市民活動を推進する拠点として設置された都留市ま

ちづくり市民活動支援センターと連携を図り、その仕組みづくりにあたっていきます。 

 

③ 福祉教育・地域福祉推進を担う人材育成の充実 

福祉に対する地域住民の関心を高めるため、教育委員会や都留市社会福祉協議会等

の関係者と連携・協働して都留市独自の福祉教育実践プログラムを開発し、さらなる

充実・強化を図っていきます。 
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（２）ボランティア団体・ＮＰＯ法人の活動の推進  

【 現状・課題 】 

ボランティア団体・ＮＰＯ法人の活動が関係機関と連携して活動に取り組むことで、

大きな効果が期待できます。 

本市では、ボランティア団体・ＮＰＯ法人が個別に活動していくだけでなく、都留

市社会福祉協議会ボランティアセンターや都留市まちづくり市民活動支援センターと

連携、協働を行ってきました。ボランティア団体・ＮＰＯ法人と関係団体がより連携

しやすい体制について再検討する必要があります。 

アンケート調査によると、ボランティアやNPOに参加した経験を持つ人は少なく、

その理由について、時間がない、活動場所が分からないといった理由がみられました。

また、社会福祉施設の在り方について、ボランティアを希望する住民等の受け入れや

専門分野に関する研修会の開催や地域の勉強会への講師派遣を求める声がみられまし

た。 

地域福祉を推進するために、地域で活動する担い手を増やし、各活動のさらなる広

がりを促進するための支援を行うとともに、初めてでも気軽に参加できるようなボラ

ンティア情報の発信や、地域活動の機会を提供する等、今まで地域活動等に参加して

いなかった人でも、参加できる環境づくりや、きっかけづくりにつながることが必要

です。 
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【ボランティア等で参加している、または参加したことがある分野について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加しない（できない）理由について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

環境関係（自然愛護や清掃
奉仕作業、リサイクル運動な
ど）
青少年のための活動（地域の
子ども会活動等による健全育
成支援など）
高齢者への支援等（高齢者
の見守り活動、寝たきり高齢
者への支援、老人ホーム等

募金や寄付を集める手伝い

災害時の支援活動

障がいのある人への支援等
（手話や音読等による支援や
外出支援、施設訪問など）
子育て関係（託児や子育て相
談、育児サークルなどの支援
や施設訪問など）

国際交流に関する活動

保健・医療関係

その他

参加したことがない（参加でき
ない）

無回答

27.1

12.9

8.7

15.6

8.1

5.2

5.1

3.6

2.1

1.9

50.1

2.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 445 ％

仕事や育児、家事で忙しいか
ら

どこで活動しているかわから
ないから

自分が病気がち、または体が
弱いから

ボランティア活動に興味がな
いから

一緒に参加してくれる人がい
ないから

病人や高齢者など家族の世
話をしているから

その他

無回答

46.1

41.3

9.2

12.1

7.0

7.6

7.6

1.8

0 20 40 60 80 100
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【 取組 】 

① ボランティア団体・ＮＰＯ法人の活動支援 

都留市ボランティアセンターを拠点に、ボランティア活動全般の見える化やSNS等

を活用した情報発信の強化を図り、認知度の向上や、企業や男性のボランティア活動

参加促進を図っていきます。また、ボランティア相談におけるコーディネートのデジ

タル化を図り、円滑にボランティアの連絡調整が行える体制づくりを進めます。 

 

② ボランティア団体・ＮＰＯ法人の設立等の相談支援 

本市で設けているＮＰＯ法人の設立に関しての補助制度の周知を図るとともに、ボ

ランティア団体・ＮＰＯ法人の設立等の相談についても、設立・運営相談会を開催し

てボランティア団体やＮＰＯ法人の活動を支援している山梨県ボランティア・ＮＰＯ

センター等と連携して対応していくよう体制を整備していきます。 

 

③ 都留文科大学地域交流研究センターとの連携 

生涯学習課で実施している事業において、地域交流研究センターとの連携により学

生ボランティアを募集、運営に参加を呼び掛けています。今後も地域と都留文科大学

とのつながりを強化していきます。 

 

④ ボランティア団体・ＮＰＯ法人の交流推進 

ボランティア団体・ＮＰＯ法人が個別に活動していくだけでなく、団体や法人が相互

に連携して活動していく方がより大きな効果が期待できますので、都留市社会福祉協議

会ボランティアセンターや都留市まちづくり市民活動支援センターと連携して各団体等

の交流を推進していきます。 

また、ここ数年開催できていなかった、都留市社会福祉協議会、都留市まちづくり

交流センターや関係者と連携した「市民活動団体情報交換会」について、連携、協働

体制について再検討していきます。 
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（３）避難行動要支援者の支援  

【 現状・課題 】 

地震や台風等の自然災害の発生による被害拡大が懸念されるなかで、誰もが安全に

安心して暮らせる地域づくりが重要です。 

本市では、平成29年に要支援者名簿システムを導入し、ハザードマップ等とリンク

させることで防災対策の強化に努めてきました。また、令和3年に災害対策基本法が

改正され、避難行動要支援者ごとに避難支援等を実施するための計画（個別避難計画）

を作成する様、努力しなければならないとされました。今後は、防災の担当部署を始

め、関係する部署と協議の上、避難行動要支援者の対象者の見直しを行うとともに個

別避難計画を作成していくことが必要となっています。 

アンケート調査によると、防災活動への参加率が低い現状にあり、災害時の不安を

軽減するためにも防災活動への参加を推進していく必要があります。また、高齢者、

障がいのある人など災害弱者に対する対策として取り組むべきことについて、災害時

の生活支援体制の確立や災害時の情報伝達方法の確立が求められています。 

防災訓練等、地域での防災活動を周知するとともに、高齢者や障がいのある人、若

者等、地域で暮らすより多くの地域住民の参加を促進し、安心して生活のできる地域

づくりが必要であるとともに、災害発生時や避難所等での支援体制の充実が必要です。

また、避難行動要支援者のリストを関連機関で情報共有し、高齢者、障がいのある人

など災害弱者も安心して過ごせるように防災対策を行っていく必要があります。 

 

【自治会・自主防災会等の防災活動の参加の有無について】 

 

 

 

 

 

  

参加している 参加していない

防災活動は実施されていない 防災活動をしているか知らない

無回答

回答者数 =

　 889 32.2 47.1 3.7 11.6 5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【災害弱者に対する対策として、市が取り組むべきことについて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 取組 】 

① 避難行動要支援者個別避難計画の作成 

（ⅰ）個別避難計画の作成についての優先度の判断 

個別避難計画の作成に当たっては内閣府による取組指針により作成の優先度が高い

と判断される者については概ね５年以内に計画作成を実施されたいとあることから、

防災の担当部署など関係する部署と協議の上、ハザードマップ等を用いるなどするほ

か要支援者本人の状況によりその作成優先度を判断します。その上で順次個別避難計

画を作成していきます。 

 

（ⅱ）記載事項 

本市において個別避難計画作成にあたり記載事項は以下の通り記載します。 

・避難行動要支援者の情報（氏名・住所又は居所、連絡先、支援が必要な理由等） 

・避難支援等実施者の氏名又は団体の名称、住所又は居所、連絡先等 

・避難施設その他の避難場所、避難路その他の避難経路に関する事項 

・その他、避難行動の実施に関し市町村長が必要と認める事項 

  

回答者数 = 889 ％

災害時の生活支援体制の確
立

地域、近所での日頃からの協
力体制づくり

災害時の情報伝達方法の確
立

高齢者や障がいのある人な
どに配慮した支援物資の確
保

避難誘導体制の確立

ボランティアの受け入れ体制
の整備

その他

特になし

無回答

63.3

39.8

54.2

49.0

44.4

25.9

1.2

3.5

2.8

0 20 40 60 80 100
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（ⅲ）個別避難計画外部提供の同意 

現在の避難行動要支援者名簿については、同意を得られないために名簿に記載さ

れず災害発生時等に要支援者として見逃されることを防ぐため、同意の有無に関わ

らず名簿を作成し、非常時にのみ閲覧が可能な取り扱いとなっています。 

個別避難計画についてもその情報について外部提供への同意を得なければなりま

せんが、上記の理由により同様の取り扱いとします。 

 

② 要支援者の範囲の見直し 

個別避難計画の作成が努力義務化されたことに伴い、最終的な形として全ての避難

行動要支援者名簿記載者の個別避難計画を作成するということになります。しかしな

がら現在の本市の要支援者の範囲が真に災害対策基本法に規定される「自ら避難する

ことが困難な者であって、その円滑かつ迅速な避難の確保を図るために特に支援を要

するもの」であるとは必ずしもいえないため関係各部署と協議の上、要支援者の範囲

を見直し、本当に支援が必要な者のみを名簿に記載することを目指します。 

 

③ 要支援者情報の共有及び保護 

（ⅰ）関係機関間との情報共有 

把握した要支援者名簿等の情報については、まちづくり交流センター、各地区の

コミュニティーセンター等の災害対策の拠点に配置し、通常時は、個人情報保護の

ため施錠できる場所で保管し、非常時のみ閲覧を可能とします。 

 

（ⅱ）要支援者情報の更新 

要支援者情報については、毎年情報を更新し、福祉課地域福祉担当で名簿の作成

を行っていきます。 
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④ 要支援者の支援 

（ⅰ）日常的な見守り活動の推進 

各自治会の自主防災会や民生委員・児童委員等に、日ごろから要支援者に関し見

守り活動を行ってもらうことにより、要支援者との間に信頼・安心関係を築いても

らい、災害時の要支援者の支援が円滑に行えるような体制を整備していきます。 

 

（ⅱ）災害時の連絡体制 

本市と都留市社会福祉協議会とで要支援者対策班を組織し、対策班が中心となっ

て各関係機関と役割を分担して、要支援者の安否確認や避難誘導を実施する体制を

整備していきます。 

また、災害時には住民相互の共助が必要となります。自主防災会を中心に日頃か

ら地域での防災体制の強化に努めていきます。 

 

（ⅲ）マニュアルの活用 

災害時の要支援者の支援については、避難行動要支援者マニュアルを活用して「都

留市要支援者助け合いネットワーク」に参加した各関係機関間で災害時の役割分担

や対応を日ごろから確認しあうよう取り組んでいきます。 
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（４）地域見守り活動の推進  

【 現状・課題 】 

民生委員、市社会福祉協議会、自主防災組織、消防機関、警察と情報を共有するこ

とで、何かあったときの安否確認や犯罪の通報を円滑に実施できる体制づくりが重要

です。 

本市では、独居や高齢者世帯が増加しており、認知症サポーター講座の充実はもち

ろんのこと、見守りの視点の周知、情報提供できる仕組みづくりの強化の必要が生じ

ています。また、関係各署で通報するべき部署の共有を行い速やかに対応できる体制

づくりを構築し、ワンストップで相談体制のもてる相談支援体制を構築していく必要

があります。 

アンケート調査によると、地域住民の一員として社会的孤立に対して、見守り活動

や相談先を伝えるといったことを行っていける住民が多くなっています。 

地域の中で安心して生活できるよう、地域のつながりを強め、子どもの安全対策な

ど犯罪に強い地域づくりを進める必要があります。また、地域で展開されている見守

り活動や防犯活動の充実が必要です。 

 

【社会的孤立について、地域住民の一員としてできると思うことについて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

誰もが気軽に集まれる場所を
作る

積極的に地域の人で挨拶や
声をかけあうようにする

相談できる機関があることを
知らせる

変わった様子がないか、日ご
ろから気にかける

状態が深刻化する前に、行政
や民生委員・児童委員に連
絡する
悩みを抱えた人のサインに気
づき、相談機関へつなげるよ
うにする

わからない

その他

無回答

28.6

39.7

35.0

33.0

23.2

26.3

17.8

1.2

2.8

0 20 40 60 80 100
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【 取組 】 

①  関係機関との連携の強化 

対象者については、高齢者、障がい者、子ども、生活困窮者など広い枠組みで対応

していかなければなりません。庁内各部局で把握している情報や地域見守り活動に関

する協定を締結している事業所、民生委員・児童委員、社会福祉協議会などの関係者

や関係機関との連携を強化し、ワンストップで相談体制のもてる相談支援体制を構築

していきます。 

 

②  地域への啓発活動 

対象者や地域の異変に気付くのは一番近くにいる住民です。地域での見守り活動が

重要になります。地域住民の一員として一人一人が社会的孤立、地域防犯などに対し

て見守り活動が行っていけるよう、自治会や住民に向けた広報を行い、自分の暮らす

地域に異変があった場合に速やかに警察や市役所など相談窓口に通報できる体制を整

備していきます。 
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基本目標２ 「利用者本位の福祉サービスが充実したま

ち」を目指します 

（５）総合的な相談支援体制の整備  

【 現状・課題 】 

高齢者、障がいのある人、子ども、生活困窮者等、地域で支援を必要としている人

の抱える課題は多岐にわたっています。 

本市では、関係部署間の連携に努めてきましたが、精神保健福祉士や社会福祉士等

の確保が十分とは言えない現状にあります。現状の体制をさらに強化するために、専

門的な知識を有する資格者の任用等、人的資源の確保が必要です。その上で、関係各

部署の連携を強化する必要があります。また、個々の連携をさらに強化するとともに

総合的な相談体制の構築を目指していきます。 

アンケート調査によると、身近なところでの相談窓口の充実が求められています。

また、住民が抱える不安や悩みについて、自分や家族の老後のことや自分や家族の健

康のことが多くみられました。 

誰もが安心して地域で暮らせるよう福祉サービスの周知を図るとともに、支援を必

要とする人が必要なサービスを受けることができるよう、きめ細かなサービスの提供・

充実が求められます。また、健康管理や生活習慣病の発症予防・重症化の防止、日常

的な疾病の対処等、身近な地域での継続的な支援が必要となります。 
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【今後、地域福祉のまちづくりのために、市が優先的に取り組むべき施策について】 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

高齢者や障がいのある人が、
安心して在宅生活を続けられ
るサービス提供体制の整備

身近なところでの相談窓口の
充実

福祉サービスに関する情報提
供や案内の充実

自治会などを基盤とした地域
の支え合いの仕組みの再構
築
認知症や知的・精神障がいな
どにより判断能力が不十分な
人への日常生活支援の充実

利用者のニーズに対応した
サービスメニューの多様化

地域ぐるみの子育て支援

ボランティアの育成と活動の
促進

福祉教育の充実

就労機会の拡充

福祉サービスの質を評価（第
三者評価）するための仕組み
づくり

生活困窮者やホームレスへ
の支援

虐待防止についての仕組み
づくり

利用者の苦情解決の仕組み
づくり

その他

特にない

無回答

55.0

28.5

34.6

15.4

18.3

20.6

10.9

4.0

4.4

6.2

3.1

6.4

5.8

3.7

1.5

5.6

4.9

0 20 40 60 80 100
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【日頃の暮らしの中で感じる悩みや不安について】 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

自分や家族の老後のこと

自分や家族の健康のこと

収入など経済的なこと

治安や地震などの災害に関
すること

介護に関すること

自分や家族の仕事のこと（就
職・失業）

子どもの教育や子育てのこと

地域の治安のこと

地域での人間関係

職場での人間関係

家族との人間関係

乳幼児の育児に関すること

その他

特にない

無回答

57.6

52.6

40.3

36.1

24.0

13.5

11.2

9.8

9.0

6.5

4.8

2.2

0.6

11.1

1.9

0 20 40 60 80 100
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【 取組 】 

① 総合的な相談支援体制の整備 

担当同士連携して相談にあたり、より困難な相談事例については、関係部署が集ま

りケース会議を開いて共通認識をもって対応をしていくよう各関係部局の連携体制を

さらに密に対応できるように体制を整えていきます。 

また、複雑な問題や自立阻害要因を持つケースに対応するため、精神保健福祉士や

社会福祉士等を任用し相談体制を整備していきます。 

福祉分野の幅広い知識を習得し、相談支援の専門性を高めていくため、相談担当職

員に専門的な知識を有する資格者の任用等、人的資源の確保を行い、電話相談、メー

ル相談、訪問相談等を行い臨機応変に相談が受けられる体制を整備していきます。 

 

② 関係機関との連携の強化 

地域での身近な相談活動を担っている民生委員・児童委員、身体障害者相談員、知

的障害者相談員、ケアマネージャー、社会福祉協議会、地域包括支援センター、地域

活動支援センター、地域子育て支援センター、施設事業者、サービス提供事業者、医

療機関、ソーシャルワーカーなどの関係者や関係機関との連携を強化し、福祉サービ

ス利用者が地域で安心して生活できるような総合的な相談体制を整備していきます。 
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（６）生活困窮者等への支援  

【 現状・課題 】 

誰もが安心して暮らせるよう、生活困窮者等の困難を抱えた人を地域で助けていく

ことは重要です。 

事業評価によると、生活困窮者への支援について、一定の周知は図られているが、

より一層の周知が必要です。 

アンケート調査によると、生活困窮者自立支援法の認知度が低くなっており、周知

を図っていく必要があります。新型コロナウイルス感染症の影響で生活が苦しくなっ

た人が出てきており、こうした人も含めた必要と思われる支援について、就労その他

の自立に関する相談支援を行う事業、経済的理由により学習の機会が少ない子どもに

対し、学習支援の場を提供するなどの事業が必要という意見が多くみられました。 

高齢者、障がいのある人、子ども、生活困窮者等、地域で支援を必要としている人

の抱える課題は多岐にわたっています。だれもが安心して地域で暮らせるよう、きめ

細かなサービスの提供や充実とともに、地域での助け合い、支え合いが必要です。 

 

【生活困窮者自立支援法について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症の感染拡大による経済的な影響について】 

 

 

 

  

名前も内容も知っている

名前は聞いたことはあるが内容はわからない

内容は聞いたことがある

名前も内容も知らない

無回答

回答者数 =

　 889 21.0 43.8 7.5 25.2 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 889 25.3 73.3 0.4 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活が苦しくなった 変わらない 生活が楽になった 無回答
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【経済的に困窮した際に、必要と思われる支援内容について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 取組 】 

①  生活困窮者への支援 

生活困窮者自立支援法の施行に伴い、生活保護に至る前の生活に困窮している者に、

就労支援や食糧支援、住宅確保給付金等の必要な自立支援を行えるよう、福祉課に自

立支援事業相談員を配置し相談業務にあたるとともに、新たな社会資源の創出や住民

の理解の促進を図っていきます。 

庁内各部署（税金・水道・住宅等）や、社会福祉協議会、教員委員会、ハローワー

ク、民生委員・児童委員、自治会等とも連携し、対象者の早期把握や包括的な支援を

行っていきます。さらに、生活困窮家庭の子どもへの学習支援等を充実させていきま

す。 

また、現在ホームページ及び関連施設にて制度案内掲示等を行っていますが、まだ

制度の認知度が低いため、一層の周知を図っていきます。 

  

回答者数 = 889 ％

就労その他の自立に関する
相談支援を行う事業

離職により住居を失った人、
または、失うおそれのある人
に対し家賃相当分を支給する
就労に向けての訓練など段
階に応じたあっせん、サポート
をする事業
住居のない人に対し、一定期
間宿泊場所や衣食の提供を
行う事業
家計を管理し、生活費を計画
的に支出できるようにサポー
トする事業
経済的理由により学習の機
会が少ない子どもに対し、学
習支援の場を提供するなどの

わからない

その他

無回答

59.2

30.9

43.9

39.5

18.8

46.5

11.9

1.2

4.6

0 20 40 60 80 100
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②  ひきこもり等に関する支援 

必要な支援（生活相談・就労支援・医療的支援・アウトリーチ等）は相談内容に応

じて多岐に渡ります。それらに横断的に対応することを可能にするため、チームで対

応する相談のプラットフォームを設置し、ひきこもり等への相談支援が迅速に行える

よう努めます。 

また、相談を待つことなく、ひきこもり等の対象者を把握するために、山梨県ひき

こもり地域支援センター、教育委員会及び民生委員・児童委員等と連携することで対

象者の把握や支援に努めていきます。 
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（７）情報提供機能の強化  

【 現状・課題 】 

情報発信の方法は多岐にわたって存在し、住民のニーズに沿った効果的な情報発信

の方法を選択することは重要です。 

本市では、福祉利用者の立場にたった情報提供の推進を行ってきました。今後は、

ホームページや広報誌はもとより、SNS、動画配信サイト等の利用も検討していく必

要があります。また、情報収集能力、伝達能力共に関係各部署との連携をさらに向上

させていく必要があります。 

アンケート調査によると、都留市の保健や福祉に関する情報をどのような手段で知

りたいかについて、広報誌、回覧板、市ホームページといった意見が多くみられまし

た。また、今後、地域福祉のまちづくりのために都留市が取り組むべきことについて、

福祉サービスに関する情報提供や案内の充実という意見が多くみられました。 

今後は、支援が必要な人へ情報が確実に提供できるよう、様々な相談機関の周知に

努めるとともに、新しい情報発信の手法を模索する必要があります。また、多様化・

複雑化する福祉ニーズや生活課題に適切に対応するための各相談窓口相互のネットワ

ークの強化や情報提供の充実等が求められます。 

 

【市の保健や福祉に関する情報はどのような方法で入手したいかについて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

市の広報誌

回覧板

市ホームページ

市役所、健康福祉センターな
ど、市の施設における掲示板
やパンフレット

新聞による折込みチラシ

電子メール

ファクシミリ

その他

無回答

74.2

40.7

37.0

16.3

16.1

7.9

0.6

1.9

3.3

0 20 40 60 80 100
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【 取組 】 

① 情報提供体制の充実 

ホームページや広報紙の情報内容を充実させるとともに、通知等を含めわかりやす

い言葉づかいや見やすい文字の大きさなどに配慮するなど、福祉サービス利用者の立

場に立った情報提供体制の充実を推進していきます。また、ホームページや広報誌だ

けでなく、SNS、動画配信サイト等の利用も検討していきます。 

 

② 新しい情報メディア（媒体）の利用 

インターネットや携帯電話のメール機能など、情報通信技術の向上に伴ったSNSや

動画配信サイト等の新しい情報メディアを活用した情報提供の方法について検討して

いきます。 

 

③ 情報収集能力と情報伝達能力の向上 

地域で自立した生活を送るために必要な福祉関連情報を収集し、福祉サービス利用

者の求めに応じて、情報の提供ができるように情報収集能力を引き続き向上させてい

きます。 

また情報提供をする際には、なるべくやさしい言葉づかいやわかりやすい説明が行

えるように情報伝達能力も引き続き向上させていきます。 
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（８）福祉サービス利用者の権利擁護  

【 現状・課題 】 

すべての人が安心して生活するために、認知症や物忘れ、障害等によって、日常的

な金銭管理や重要な財産管理を行うことが困難な人を助けられる環境づくりは重要で

す。 

本市では、障がい分野での相談窓口の設置や制度の周知を行ってきました。今後も

継続して、運営適正化委員会の周知、連携の強化を進めていきます。また、担当ごと

の対応に留まらず、分野横断的な対応の強化を行っていく必要があります。 

アンケート調査によると、今後、地域福祉のまちづくりのために都留市が取り組む

べきことについて、高齢者や障がいのある人が、安心して在宅生活を続けられるサー

ビス提供体制の整備という意見が多くみられました。また、成年後見制度についての

認知度は低い現状にあります。 

高齢者・障がいのある人の増加に伴い、成年後見制度の需要が高まることが予想さ

れています。今後も、成年後見制度や日常生活自立支援事業の推進のもと、福祉サー

ビス利用者の権利擁護をより一層充実することや虐待防止対策に取り組んでいくこと

が求められます。 

また、近年ヤングケアラーの問題が取り上げられることが多くなってきました。本

来大人がやるべき介護や育児を一部の家庭では子どもが行っている現状があります。

こうした子どもたちが、他の子どもたちと同じように学業や私生活が充実できるよう

に、地域や行政が連携してサポートしていく必要があります。 

 

【成年後見制度について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

言葉も聞いたことはないし、制度もまったく知らない

言葉は聞いたことがあるが、制度のことは知らない

制度は知っているが、利用する必要がない

制度を利用している

制度を利用するための手続き中である

制度を利用したいが、どのような手続きをしたらよいのかわからない

無回答

回答者数 =

　 889 27.8 31.2 34.8
0.9

0.1

1.9
3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【 取組 】 

① 苦情処理体制の整備及び周知 

（ⅰ）苦情相談窓口 

高齢者・介護保険、子育て、障がい者の各分野の担当において各サービス利用者

の苦情相談を受け付けています。 

 

（ⅱ）運営適正化委員会（山梨県社会福祉協議会） 

本県においては山梨県社会福祉協議会の中に「運営適正化委員会」を設けて、直

接福祉サービス利用者からの、施設やサービス提供事業者に対する苦情相談を受け

付けています。 

本市においても運営適正化委員会との連携を深め、苦情相談の解決にあたるとと

もに、福祉サービス利用者に対し、苦情相談窓口としての運営適正化委員会の周知

を図るとともに、連携を強化していきます。 

 

② 日常生活自立支援事業 

都留市社会福祉協議会では、認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等のうち

判断能力が不十分な方が地域において自立した生活が送れるよう、利用者との契約に

基づき、福祉サービスの利用援助や日常的金銭管理等を行う「日常生活自立支援事業」

を実施しています。 

今後は、日常生活自立支援事業のさらなる周知や、判断能力を欠いた者に対する支

援体制を充実させていきます。 

 

③ 成年後見制度 

認知症、知的障害、精神障害等により判断能力が不十分であるために意思疎通が困

難な人をはじめ、誰もが住み慣れた地域で、地域の人々と支えあいながら、尊厳を持

ってその人らしい生活を継続できるように支える重要な手段となる成年後見制度があ

ります。制度の周知及び利用促進を図るため以下の取組を行います。 

（ⅰ）中核機関 

福祉課地域福祉担当を中核機関とし、地域連携ネットワークの整備を進めます。 
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（ⅱ）市民後見人 

市民後見人育成に向けた制度の周知を行います。 

 

（ⅲ）後見人の活動支援 

市内で活動している成年後見人を支援するため、地域連携ネットワークの関係者

を集め会議を開催します。 

 

④ 虐待防止・虐待対応 

児童・高齢者・障がい者等への虐待に対する対策や相談窓口は、現在各分野の担当

において行っております。しかし、虐待の相談については、複合的な問題を含んでい

るケースが多いため、コア会議を開催し、関係部局で横断的な対応を行っていきます。

また、当事者だけでなく、家族への支援も行っていきます。 

早期発見を周知するため、虐待に該当する行為や通報義務についての広報や啓発を

行っていきます。また、市民等からの通報があった場合には迅速に対応していきます。 

 

⑤ ヤングケアラーへの支援 

令和３年12月に山梨県はヤングケアラー支援ガイドラインを策定しました。本市で

はそのガイドラインに沿ってヤングケアラーへの支援を実施していきます。 

（ⅰ）認知の必要性 

ヤングケアラーは本人にその自覚がなかったり、家族の問題を知られたくないと

思ったりしていることが少なくありません。また、支援者となる関係機関において、

ヤングケアラーに対する認識が不十分であることも少なくありません。そのような

課題に対し、ヤングケアラーの認知度の向上及び相談窓口の周知を図っていきます。 

 

（ⅱ）支援の連携 

子どもたちが社会や学校から孤立することが無いよう、家族に要介護者等がいる

場合には、その介護・世話等の実態を踏まえた上で、子育て応援ヘルパー派遣事業

による家事援助や介護保険サービス、障害福祉サービスなど適切な支援につなげて

いけるよう関係機関と連携して支援していきます。 

また、教育機関と連携し、「学校に通えていない」、「遅刻が多い」、「宿題ができて

いない」などのヤングケアラーである可能性のあるサインに気付き、早期発見につ

ながる体制を構築していきます。  
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（９）多様な事業主体によるサービス提供体制の整備  

【 現状・課題 】 

地域の課題について、地域の人材、ノウハウ、施設、資金等を活用して解決してい

くことは地域の雇用創出や行政コストの削減が見込まれる等多くの利点があります。 

本市では、福祉サービス提供事業者の参入促進やコミュニティビジネスの育成が十

分ではない現状にあります。 

アンケート調査によると、地域にある社会福祉施設は地域とどのように関わってい

くかについて、施設の利用者と地域住民との日常的な交流という意見が多くみられま

した。 

今後は、コミュニティ意識の高揚につながる、ニーズに合わせた情報発信と、コミ

ュニティ活動を気軽にＰＲでき、必要な人に情報を届けられる環境づくりが必要です。 

 

【地域にある社会福祉施設は地域とどのように関わっていけば良いか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

地域の行事等への参加・協
力

施設の利用者と地域住民と
の日常的な交流

専門分野に関する研修会の
開催や地域の勉強会への講
師派遣

ボランティアを希望する住民
等の受け入れ

地域住民の交流会等のコー
ディネートや開催場所の提供

災害時の避難受入等の支援

相談体制の充実

わからない

その他

無回答

31.8

27.9

10.3

21.6

10.1

46.1

22.8

18.9

0.9

4.3

0 20 40 60 80 100
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【 取組 】 

① サービス提供事業者の参入促進 

地域における多様な福祉サービスの提供を充実させるためには、多様な主体による

サービス提供事業者を地域に確保する必要があります。サービス提供事業者の参入促

進を図るため情報提供等の支援を実施していきます。 

 

② コミュニティビジネスの育成 

コミュニティビジネスとは、地域の抱える課題を地域住民が主体となって、ビジネ

スの手法を用いて解決していく取り組みです。ビジネスといっても利益はあくまで最

終的には地域社会(コミュニティ)に還元されなければ、コミュニティビジネスとは言

えません。コミュニティビジネスには地域の課題を解決することだけではなく、新規

雇用の創出など地域の活性化につながる効果も期待されます。 

特に福祉分野を中心に、地域社会への多様な効果が期待されるコミュニティビジネ

スの育成に取り組んでいきます。 
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第５章    計画の推進に向けて 
 

 

 

１ 計画の進行管理について 

本計画の推進にあたっては、『第８期都留市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画』

『第２次都留市子ども・子育て支援事業計画』『都留市障害者計画・第6期障害福祉計

画・第２期障害児福祉計画』にかかる施策については、それぞれの計画に基づいた進

行管理を実施していきます。 

本計画における具体的施策については、地域住民、ボラティア団体、ＮＰＯ法人、

サービス提供事業者、社会福祉協議会、行政等の役割分担をお互い確認して、それぞ

れが主体的に地域福祉活動を実践していきます。 

達成状況や施策の実施状況について、適宜、点検・評価を行っていき、必要があれ

ば計画の具体的施策等の見直しを実施していきます。 

 

２ 行政の推進体制等 

本計画を推進していくため、福祉課が中心となって、庁内における連携体制を強化

していくとともに、地域福祉における課題の共有化を図り、市民が抱える問題・課題

に対して的確に、効果的に対応していきます。 

また、職員の意識向上を図り、仕事を通じて地域と連携し、協働によるまちづくり

を担うことができる人材の育成と活用を図っていきます。 

 

３ 関係機関等との連携 

本計画を推進していくため、当事者組織をはじめ、自治会等の地域住民組織、民生

委員・児童委員、社会福祉協議会、ボランティア団体、ＮＰＯ法人等の関係機関など

との連携が重要になります。 

そのため、地域福祉の必要性・重要性と本計画について周知・啓発に取り組み、市

民や団体等の理解を得ながら、ともに地域福祉を推進するパートナーシップの構築に

取り組みます。 
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第５章    資料編 
 

 

 

１ 社会福祉法（抜粋） 

第１条（目的） 

この法律は、社会福祉を目的とする事業の全分野における共通的基本事項を定め、社会福祉

を目的とする他の法律と相まって、福祉サービスの利用者の利益の保護及び地域における社会

福祉（以下「地域福祉」という。）の推進を図るとともに、社会福祉事業の公明かつ適正な実施

の確保及び社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図り、もって社会福祉の増進に資するこ

とを目的とする。 

 

第４条（地域福祉の推進） 

地域福祉の推進は、地域住民が相互に人格と個性を尊重し合いながら、参加し、共生する地

域社会の実現を目指して行われなければならない。 

２ 地域住民、社会福祉を目的とする事業を経営する者及び社会福祉に関する活動を行う者

（以下「地域住民等」という。）は、相互に協力し、福祉サービスを必要とする地域住民が地

域社会を構成する一員として日常生活を営み、社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動

に参加する機会が確保されるように、地域福祉の推進に努めなければならない。 

３ 地域住民等は、地域福祉の推進に当たつては、福祉サービスを必要とする地域住民及びそ

の世帯が抱える福祉、介護、介護予防（要介護状態若しくは要支援状態となることの予防又

は要介護状態若しくは要支援状態の軽減若しくは悪化の防止をいう。）、保健医療、住まい、

就労及び教育に関する課題、福祉サービスを必要とする地域住民の地域社会からの孤立その

他の福祉サービスを必要とする地域住民が日常生活を営み、あらゆる分野の活動に参加する

機会が確保される上での各般の課題（以下「地域生活課題」という。）を把握し、地域生活課

題の解決に資する支援を行う関係機関（以下「支援関係機関」という。）との連携等によりそ

の解決を図るよう特に留意するものとする。 

 

第 106 条の３（包括的な支援体制の整備） 

市町村は、次に掲げる事業の実施その他の各般の措置を通じ、地域住民等及び支援関係機関

による、地域福祉の推進のための相互の協力が円滑に行われ、地域生活課題の解決に資する支

援が包括的に提供される体制を整備するよう努めるものとする。 

一 地域福祉に関する活動への地域住民の参加を促す活動を行う者に対する支援、地域住民等

が相互に交流を図ることができる拠点の整備、地域住民等に対する研修の実施その他の地域住

民等が地域福祉を推進するために必要な環境の整備に関する事業 
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二 地域住民等が自ら他の地域住民が抱える地域生活課題に関する相談に応じ、必要な情報

の提供及び助言を行い、必要に応じて、支援関係機関に対し、協力を求めることができる体

制の整備に関する事業 

三 生活困窮者自立支援法第二条第二項に規定する生活困窮者自立相談支援事業を行う者そ

の他の支援関係機関が、地域生活課題を解決するために、相互の有機的な連携の下、その解

決に資する支援を一体的かつ計画的に行う体制の整備に関する事業 

 

第 107 条（市町村地域福祉計画） 

市町村は、地域福祉の推進に関する事項として次に掲げる事項を一体的に定める計画（以

下「市町村地域福祉計画」という。）を策定するよう努めるものとする。 

一 地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉その他の福祉に関し、共通し

て取り組むべき事項 

二 地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項 

三 地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項 

 

四 地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項 

五 地域生活課題の解決に資する支援が包括的に提供される体制の整備に関する事項 

２ 市町村は、市町村地域計画を策定し、又は変更しようとするときは、あらかじめ、地域

住民等の意見を反映させるよう努めるとともに、その内容を公表するよう努めるものとす

る。 

３ 市町村は、定期的に、その策定した市町村地域福祉計画について、調査、分析及び評価

を行うよう努めるとともに、必要があると認めるときは、当該市町村地域福祉計画を変更

するものとする。 

 

 

 

 

 

  



56 

 

２ アンケート調査結果 

（１）調査概要  

① 調査の目的 

第 3 期地域福祉計画の策定の策定の基礎資料として、調査を実施するものです。 

 

② 調査対象 

都留市在住の 20 歳以上の方 2,000 人を無作為抽出 

 

③ 調査期間 

令和３年 10 月 13 日から令和３年 10 月 27 日 

 

④ 調査方法 

郵送による配布・回収 

 

⑤ 回収状況 

 配 布 数 有効回答数 有効回答率 

市民 2,000 通 889 通 44.5％ 

 

（２）回答者属性  

① 性別について 

「男性」の割合が45.3％、「女性」の割合が53.9％となっています。 

 

 

 

 

 

  

男性 女性 その他 無回答

回答者数 =

　 889 45.3 53.9 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%



57 

② 年齢について 

「50～59歳」の割合が18.1％と最も高く、次いで「65～69歳」の割合が13.7％、

「70～74歳」の割合が13.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

③ 職業について 

「会社員・公務員（正規雇用）」の割合が29.5％と最も高く、次いで「無職」の割

合が18.2％、「パート・アルバイト・内職」の割合が15.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 世帯構成について 

「２世代世帯（親と子）」の割合が45.0％と最も高く、次いで「夫婦のみの世帯」

の割合が26.9％、「３世代世帯（親と子と孫）」の割合が13.8％となっています。 

 

 

 

 

 

  

ひとり世帯 夫婦のみの世帯 ２世代世帯（親と子）

３世代世帯（親と子と孫） その他 無回答

回答者数 =

　 889 11.4 26.9 45.0 13.8 2.4 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会社員・公務員（正規雇用） 派遣社員・契約社員・嘱託社員

パート・アルバイト・内職 会社・団体等の役員

自営業・自由業 農業

専業主婦・主夫 学生

無職 その他

無回答

回答者数 =

　 889 29.5 4.4 15.7 2.8 9.6 1.1 12.0 3.5 18.2 2.4 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳

65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答

回答者数 =

　 889 9.9 9.2 13.4 18.1 11.2 13.7 13.5 10.5 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑤ 自身の健康具合について 

「健康だと思う」と「どちらかといえば健康だと思う」をあわせた“健康だと思う”

の割合が、81.4％と最も高く、「あまり健康でないと思う」と「健康でないと思う」

をあわせた“健康でないと思う”の割合が18％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ お住まいの地区について 

「禾生地区」の割合が25.9％と最も高く、次いで「東桂地区」の割合が21.1％、

「上谷地区」の割合が14.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 都留市の居住年数（通算）について 

「30年以上」の割合が66.5％と最も高く、次いで「20年～30年未満」の割合が

14.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

１年未満 １年～５年未満 ５年～10年未満 10年～20年未満

20年～30年未満 30年以上 無回答

回答者数 =

　 889
1.6

6.2
4.2 6.5 14.8 66.5 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上谷地区 下谷地区 三吉地区 開地地区 東桂地区

宝地区 禾生地区 盛里地区 無回答

回答者数 =

　 889 14.4 12.3 8.4 4.9 21.1 8.0 25.9 4.0 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康だと思う どちらかといえば健康だと思う

あまり健康でないと思う 健康でないと思う

無回答

回答者数 =

　 889 37.2 44.2 13.5 4.5 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%



59 

⑧ 日常生活上、「地域で助け合う」ということを意識した場合の「地域」の

範囲について 

「自治会の区域」の割合が41.7％と最も高く、次いで「お住まいの地区（旧町村）」

の割合が22.0％、「都留市の全域」の割合が18.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 生活満足度について 

「非常に満足している」と「まあまあ満足している」をあわせた“満足している”

の割合が67.2％と最も高く、次いで「どちらともいえない」の割合が21.1％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

（３）世帯のことについて  

⑩ 現在、就学前の子を育てていたり、ご家族（同居・別居を問わない）の

介護・介助の有無について（複数回答） 

「していない」の割合が76.0％と最も高く、次いで「子育てをしている」の割合が

11.4％、「家族の介護・介助をしている」の割合が10.6％となっています。 

 

 

 

 

 

  

子育てをしている 家族の介護・介助をしている していない 無回答

回答者数 =

　 889 11.4 10.6 76.0 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に満足している まあまあ満足している どちらともいえない

あまり満足していない まったく満足していない 無回答

回答者数 =

　 889 6.7 60.5 21.1 9.0 1.7 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

都留市の全域 お住まいの地区（旧町村）

中学校区 小学校区

自治会の区域 隣近所の区域

その他 無回答

回答者数 =

　 889 18.0 22.0
0.3

3.1
41.7 13.3 0.4 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑩－１ 子育てやご家族の介護・介助をしているなかで、生活上困ったこと

や不便を感じることの有無について 

「ときどきある」の割合が59.5％と最も高く、次いで「特にない」の割合が22.6％、

「良くある」の割合が14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

⑩－２ 生活上で困ったことや不便を感じることについて（複数回答） 

「道路の歩道が狭いなど、車の事故が心配」の割合が35.4％と最も高く、次いで「子

どもが遊ぶ場所が少ない」の割合が30.8％、「どのような支援を受けられるのかわか

らない」、「外出の負担が大きい」の割合が23.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 195 ％

子どもが遊ぶ場所が少ない

道路の歩道が狭いなど、車の
事故が心配

子どもが熱を出したときなどに
預かってくれるところが少ない

常に介護が必要で目が離せ
ない

介護のサービスなど本人に合
うところが少ない

困った時にどこに相談してい
いかわからない

どのような支援を受けられる
のかわからない

外出の負担が大きい

知り合いがいない、友達がい
ない

その他

無回答

30.8

35.4

14.9

7.2

10.8

15.4

23.1

23.1

7.7

8.2

16.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 =

　 195 14.9 59.5 22.6 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良くある ときどきある 特にない 無回答
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⑪ 自身やご家族のひきこもり状態の方の有無について（複数回答） 

「いない」の割合が92.5％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【⑪で「１．いる 20 歳未満」「２．いる 20 歳以上 40 歳未満」「３．いる 

40 歳以上 60 歳未満」「４．いる 60 歳以上」とお答えの方】 

⑪－１ ひきこもり状態の方やその家族に対して、必要な支援 

（⑪で選択した各年代について、複数回答） 

20 歳未満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

いる　20歳未満

いる　20歳以上40歳未満

いる　40歳以上60歳未満

いる　60歳以上

いない

無回答

1.2

2.5

1.0

0.8

92.5

3.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 11
％

当事者・家族の相談先

相談窓口・家族会等の情報
提供

当事者の居場所づくり

就労支援

その他

無回答

45.5

36.4

27.3

9.1

9.1

0.0

0 20 40 60 80 100
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20 歳以上 40 歳未満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 歳以上 60 歳未満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60 歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 7
％

当事者・家族の相談先

相談窓口・家族会等の情報
提供

当事者の居場所づくり

就労支援

その他

無回答

42.9

28.6

14.3

28.6

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 9
％

当事者・家族の相談先

相談窓口・家族会等の情報
提供

当事者の居場所づくり

就労支援

その他

無回答

0.0

0.0

33.3

11.1

22.2

44.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 22
％

当事者・家族の相談先

相談窓口・家族会等の情報
提供

当事者の居場所づくり

就労支援

その他

無回答

31.8

27.3

40.9

36.4

13.6

31.8

0 20 40 60 80 100
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（４）地域との関わり合いについて  

⑫ 日常の買い物、活動などで行動する範囲について（通勤や通学を除く） 

「都留市を超えた範囲」の割合が38.8％と最も高く、次いで「都留市の半分ぐらい

の範囲」の割合が25.8％、「都留市の全域」の割合が24.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ 外出する頻度について 

「週４回以上」の割合が37.7％と最も高く、次いで「週２～３回」の割合が33.5％、

「週１回」の割合が17.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

⑭ 友人・知人と会う頻度について 

「月に数回」の割合が30.6％と最も高く、次いで「年に数回」の割合が20.7％、

「会っていない」の割合が14.4％となっています。 

 

 

 

 

 

  

週４回以上 週２～３回 週１回 月に数回

年に数回 会っていない 無回答

回答者数 =

　 889 8.9 12.3 11.4 30.6 20.7 14.4 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週４回以上 週２～３回 週１回 月に数回

年に数回 していない 無回答

回答者数 =

　 889 37.7 33.5 17.2 8.0
1.6

0.7
1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 889
4.7

2.2

1.5
25.8 24.6 38.8 1.1 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自治会の範囲 小学校区の範囲

中学校区の範囲 都留市の半分ぐらいの範囲

都留市の全域 都留市を超えた範囲

その他 無回答
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⑮ ふだんのご近所の人との付き合い方について 

「顔を合わせれば、あいさつをする」の割合が53.2％と最も高く、次いで「会えば

親しく立ち話をする」の割合が35.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮－１ 近所づきあいがあまりない理由について（複数回答） 

「仕事等で忙しく、つきあう時間がないため」の割合が41.4％と最も高く、次いで

「隣近所と生活時間が異なり、接する機会がないため」の割合が38.7％、「つきあい

がわずらわしく、つきあう必要性を感じないため」の割合が13.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 527 ％

つきあいがわずらわしく、つき
あう必要性を感じないため

仕事等で忙しく、つきあう時間
がないため

隣近所と生活時間が異なり、
接する機会がないため

隣近所に住んでいるのがどの
ような人か、わからないため

家庭環境や趣味などの共通
点がなく、つきあいづらいため

病気、障がいがあるなどでつ
きあうことが難しいため

転居して間もないため

その他

無回答

13.9

41.4

38.7

10.4

13.7

3.2

5.3

4.2

14.2

0 20 40 60 80 100

非常に親しく、お互いの家を行き来する

会えば親しく立ち話をする

顔を合わせれば、あいさつをする

顔は知っているが、声をかけることはない

隣近所に住んでいる人の顔もよく知らない

その他

無回答

回答者数 =

　 889 3.7 35.4 53.2
2.6

3.5

0.7
0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑯ 今後のご近所との関わり方について 

「隣近所の人との付き合いを大切にしたい」の割合が45.7％と最も高く、次いで「地

域全体を良くする活動については、協力し合って行いたい」の割合が25.1％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

心から打ち解け合える関係を築きたい

隣近所の人との付き合いを大切にしたい

地域全体を良くする活動については、協力し合って行いたい

わずらわしいので、あまり関わりを持ちたくない

興味がない

わからない

その他

無回答

回答者数 =

　 889 2.0 45.7 25.1 8.0 6.1 6.7
0.8

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑰ 自身や家族が、高齢や病気、または子育てなどで日常生活が不自由にな

った時に地域であるとよい手助けについて（複数回答） 

「災害時の手助け」の割合が50.8％と最も高く、次いで「安否確認の声かけ」の割

合が46.2％、「通院など外出の手伝い」の割合が30.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

安否確認の声かけ

話し相手

買い物の手伝い

家事の手伝い

通院など外出の手伝い

悩み事の相談相手

お弁当の配食

短時間の子どもの預かり・世
話

高齢者などの預かり・世話

災害時の手助け

特にない

その他

無回答

46.2

26.8

29.1

15.0

30.5

18.8

19.6

10.1

20.4

50.8

8.8

0.9

4.2

0 20 40 60 80 100
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⑱ 隣近所に、高齢者や障がいのある人、子育てなどで困っている世帯があ

った場合にできることについて（複数回答） 

「安否確認の声かけ」の割合が57.8％と最も高く、次いで「災害時の手助け」の割

合が43.8％、「話し相手」の割合が40.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

安否確認の声かけ

話し相手

買い物の手伝い

家事の手伝い

通院など外出の手伝い

悩み事の相談相手

お弁当の配食

短時間の子どもの預かり・世
話

高齢者などの預かり・世話

災害時の手助け

特にない

その他

無回答

57.8

40.7

30.9

10.1

16.8

19.9

11.0

9.2

2.6

43.8

9.3

2.1

4.2

0 20 40 60 80 100
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⑲ 隣近所の気にかかる人の有無について 

「いない」の割合が60.3％と最も高く、次いで「わからない」の割合が24.2％、

「いる」の割合が12.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

⑲－１ 気にかかる人への手助けの有無について 

「している」の割合が37.4％、「していない」の割合が60.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

⑳ 地域社会での生活で起こる問題に対しての住民相互の自主的な協力関係

の必要性について 

「必要だと思う」の割合が71.0％と最も高く、次いで「わからない」の割合が23.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 889 71.0 2.5 23.2 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している していない 無回答

回答者数 =

　 107 37.4 60.7 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない わからない 無回答

回答者数 =

　 889 12.0 60.3 24.2 3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要だと思う 必要だと思わない わからない 無回答



69 

⑳－１ 地域の人たちが協力して、取り組んでいくべき問題について 

（２つまで回答可） 

「災害時の助け合い」の割合が78.6％と最も高く、次いで「一人暮らしの高齢者や

高齢者世帯への支援」の割合が49.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉑ お住まいの地域が支援が必要な方（障がいのある方や高齢者、子育てを

している方）にとって、安心して生活できる環境か 

「そう思う」と「まあ思う」をあわせた“思う”の割合が58.7％と高く、「あまり

思わない」と「全く思わない」をあわせた“思わない”の割合が36.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う まあ思う あまり思わない 全く思わない 無回答

回答者数 =

　 889 7.0 51.7 33.4 3.1 4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 631 ％

災害時の助け合い

一人暮らしの高齢者や高齢
者世帯への支援

障がいのある人への支援

子育てで悩んでいる家庭へ
の支援

青少年の健全育成への支援

健康づくりへの支援

その他

特にない

無回答

78.6

49.1

6.5

6.7

3.5

5.7

1.4

0.2

10.3

0 20 40 60 80 100
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㉒ 地域社会の役割について期待することについて（２つまで回答可） 

「緊急事態が起きたときの対応」の割合が69.4％と最も高く、次いで「防災・防犯

などの日頃の協力」の割合が41.8％、「子どもや高齢者のお世話等の助け合い」の割

合が14.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

緊急事態が起きたときの対応

防災・防犯などの日頃の協力

子どもや高齢者のお世話等
の助け合い

住民間のルールの徹底

お祭りなど住民間の交流の
場

騒音問題等発生時のトラブル
解決

リサイクル活動や自然保護の
活動

景観保護などの環境づくり

その他

特にない

無回答

69.4

41.8

14.3

10.0

8.7

4.2

1.6

2.5

0.6

5.8

9.2

0 20 40 60 80 100



71 

㉓ 地域にある社会福祉施設（老人福祉施設、保育所等）は地域とどのよう

に関わっていけば良いか（複数回答） 

「災害時の避難受入等の支援」の割合が46.1％と最も高く、次いで「地域の行事等

への参加・協力」の割合が31.8％、「施設の利用者と地域住民との日常的な交流」の

割合が27.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

地域の行事等への参加・協
力

施設の利用者と地域住民と
の日常的な交流

専門分野に関する研修会の
開催や地域の勉強会への講
師派遣

ボランティアを希望する住民
等の受け入れ

地域住民の交流会等のコー
ディネートや開催場所の提供

災害時の避難受入等の支援

相談体制の充実

わからない

その他

無回答

31.8

27.9

10.3

21.6

10.1

46.1

22.8

18.9

0.9

4.3

0 20 40 60 80 100
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㉔ 今後、地域の中で起こる問題に対して、どのような解決方法が良いか 

「行政と住民が協力して、解決方法を考えていきたい」の割合が57.4％と最も高く、

次いで「自分たちの生活に関わることだから、できるだけ住民同士で協力して解決し

たい」の割合が22.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉕ 住民同士が共に支え合う地域づくりを進めるために、市が支援するべき

ことについて（２つまで回答可） 

「地域の人々が知り合う機会を増やす」の割合が31.2％と最も高く、次いで「地域

の自治会（区・組）活動やボランティア活動への参加促進や活動支援をする」の割合

が30.6％、「支え合う地域づくりに関する意識啓発をする」の割合が27.2％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

地域の人々が知り合う機会を
増やす

支え合う地域づくりに関する
意識啓発をする

地域の自治会（区・組）活動
やボランティア活動への参加
促進や活動支援をする
地域で人格を認め合っていく
ための組織づくり（まちづくり）
を進める

地域で活動する様々な団体
同士の交流を進める

その他

特にない

無回答

31.2

27.2

30.6

19.6

13.4

2.5

14.2

3.8

0 20 40 60 80 100

自分たちの生活に関わることだから、できるだけ住民同士で協力して解決したい

地域のことに熱心な人たちが考えてくれるので、その人たちに任せておきたい

行政と住民が協力して、解決方法を考えていきたい

行政に解決してもらえるように、積極的に要求していきたい

その他

無回答

回答者数 =

　 889 22.0 6.6 57.4 9.1 1.6 3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（５）地域での活動（自治会やボランティア、市民活動等）について  

㉖ お住まいの地域の担当民生委員・児童委員について 

「知っている」の割合が34.1％、「知らない」の割合が64.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

㉗ 「社会福祉法人都留市社会福祉協議会」について 

「名前は聞いたことがあるが、活動の内容はよく知らない」の割合が54.1％と最も

高く、次いで「名前も活動の内容も知らない」の割合が25.4％、「名前も活動の内容

もよく知っている」の割合が19.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉘ 「福祉」への関心の有無について 

「とても関心がある」と「ある程度関心がある」を合わせた“関心がある”の割合

が、70.9％と高く、「あまり関心がない」と「全く関心がない」をあわせた“関心が

ない”の割合が21.1.％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 889 8.7 62.2 18.7 2.4 7.2 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名前も活動の内容もよく知っている

名前は聞いたことがあるが、活動の内容はよく知らない

名前も活動の内容も知らない

無回答

回答者数 =

　 889 19.5 54.1 25.4 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答

回答者数 =

　 889 34.1 64.8 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても関心がある ある程度関心がある あまり関心がない

全く関心がない わからない 無回答
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㉘－１ 関心がない理由について（複数回答） 

「福祉のことはよく知らないから」の割合が45.0％と最も高く、次いで「身近に福

祉サービスを受けている人がいないから」の割合が34.3％、「自分にはまだ関係のな

いことだから」の割合が24.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 251 ％

福祉のことはよく知らないから

身近に福祉関係で働く人がい
ないから

身近に福祉サービスを受けて
いる人がいないから

自分にはまだ関係のないこと
だから

その他

無回答

45.0

16.7

34.3

24.7

4.8

8.8

0 20 40 60 80 100
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㉙ ボランティア、ＮＰＯ、地域活動で参加している分野、または参加した

ことがある分野について（複数回答） 

「参加したことがない（参加できない）」の割合が50.1％と最も高く、次いで「環

境関係（自然愛護や清掃奉仕作業、リサイクル運動など）」の割合が27.1％、「募金や

寄付を集める手伝い」の割合が15.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

環境関係（自然愛護や清掃
奉仕作業、リサイクル運動な
ど）
青少年のための活動（地域の
子ども会活動等による健全育
成支援など）
高齢者への支援等（高齢者
の見守り活動、寝たきり高齢
者への支援、老人ホーム等

募金や寄付を集める手伝い

災害時の支援活動

障がいのある人への支援等
（手話や音読等による支援や
外出支援、施設訪問など）
子育て関係（託児や子育て相
談、育児サークルなどの支援
や施設訪問など）

国際交流に関する活動

保健・医療関係

その他

参加したことがない（参加でき
ない）

無回答

27.1

12.9

8.7

15.6

8.1

5.2

5.1

3.6

2.1

1.9

50.1

2.9

0 20 40 60 80 100
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㉙－１ 参加しない（できない）理由について（複数回答） 

「仕事や育児、家事で忙しいから」の割合が46.1％と最も高く、次いで「どこで活

動しているかわからないから」の割合が41.3％、「ボランティア活動に興味がないか

ら」の割合が12.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 445 ％

仕事や育児、家事で忙しいか
ら

どこで活動しているかわから
ないから

自分が病気がち、または体が
弱いから

ボランティア活動に興味がな
いから

一緒に参加してくれる人がい
ないから

病人や高齢者など家族の世
話をしているから

その他

無回答

46.1

41.3

9.2

12.1

7.0

7.6

7.6

1.8

0 20 40 60 80 100
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㉚ 地域で行われている活動の中で、機会があれば参加したいものについて 

（複数回答） 

「文化・芸術・スポーツなどのサークル活動」の割合が34.1％と最も高く、次いで

「特にない」の割合が30.6％、「道路や公園などの清掃活動」の割合が25.5％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

文化・芸術・スポーツなどの
サークル活動

道路や公園などの清掃活動

資源回収やゴミの分別、リサ
イクル活動

交通安全や防災・防犯などの
地域の安全活動

祭りや盆踊り、運動会などの
イベン卜

高齢者・障がいのある人への
支援などの福祉活動

募金活動

子ども同士や親子の交流会、
サークル等の活動

地域の茶の間、サロン等の活
動

その他

特にない

無回答

34.1

25.5

11.2

11.7

17.7

9.2

6.2

8.0

12.4

0.6

30.6

3.5

0 20 40 60 80 100
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㉛ 自身やご家族に、福祉サービス（介護保険や障害者自立支援給付を含

む）が必要になったときにサービスを利用するか 

「利用する」の割合が56.1％と最も高く、次いで「わからない」の割合が23.3％、

「抵抗はあるが利用する」の割合が17.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【福祉サービスについて「不都合や不満を感じたことがある」とご回答の

方】 

㉛－１ 不都合を感じたり不満に思ったことについて 

（あてはまるものすべてに○） 

「福祉サービスに関する情報が入手しづらかった」の割合が9.1％と最も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

福祉サービスに関する情報が
入手しづらかった

どこに利用を申し込めばよい
のかわからなかった

利用手続きが煩雑だった

どのサービスが良いのかわ
からず、選びにくかった

サービス内容に満足しなかっ
た

利用を申し込んだが、複数の
窓口にわたり面倒だった

窓口の対応が悪かった

利用したいサービスが利用で
きなかった

その他

無回答

9.1

7.8

4.5

3.9

0.6

1.7

1.6

1.6

2.0

80.8

0 20 40 60 80 100

利用する 抵抗はあるが利用する わからない 利用しない 無回答

回答者数 =

　 889 56.1 17.8 23.3 0.9 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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㉜ 市の保健や福祉に関する情報はどのような方法で入手したいかについて 

（複数回答） 

「市の広報誌」の割合が74.2％と最も高く、次いで「回覧板」の割合が40.7％、

「市ホームページ」の割合が37.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

市の広報誌

回覧板

市ホームページ

市役所、健康福祉センターな
ど、市の施設における掲示板
やパンフレット

新聞による折込みチラシ

電子メール

ファクシミリ

その他

無回答

74.2

40.7

37.0

16.3

16.1

7.9

0.6

1.9

3.3

0 20 40 60 80 100
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㉝ 今後、地域福祉のまちづくりのために、市が優先的に取り組むべき施策

について（３つまで回答可） 

「高齢者や障がいのある人が、安心して在宅生活を続けられるサービス提供体制の

整備」の割合が55.0％と最も高く、次いで「福祉サービスに関する情報提供や案内の

充実」の割合が34.6％、「身近なところでの相談窓口の充実」の割合が28.5％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

高齢者や障がいのある人が、
安心して在宅生活を続けられ
るサービス提供体制の整備

身近なところでの相談窓口の
充実

福祉サービスに関する情報提
供や案内の充実

自治会などを基盤とした地域
の支え合いの仕組みの再構
築
認知症や知的・精神障がいな
どにより判断能力が不十分な
人への日常生活支援の充実

利用者のニーズに対応した
サービスメニューの多様化

地域ぐるみの子育て支援

ボランティアの育成と活動の
促進

福祉教育の充実

就労機会の拡充

福祉サービスの質を評価（第
三者評価）するための仕組み
づくり

生活困窮者やホームレスへ
の支援

虐待防止についての仕組み
づくり

利用者の苦情解決の仕組み
づくり

その他

特にない

無回答

55.0

28.5

34.6

15.4

18.3

20.6

10.9

4.0

4.4

6.2

3.1

6.4

5.8

3.7

1.5

5.6

4.9

0 20 40 60 80 100
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（６）悩みごとや福祉に関する相談先について  

㉞ 日頃の暮らしの中で感じる悩みや不安について（複数回答) 

「自分や家族の老後のこと」の割合が57.6％と最も高く、次いで「自分や家族の健

康のこと」の割合が52.6％、「収入など経済的なこと」の割合が40.3％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

自分や家族の老後のこと

自分や家族の健康のこと

収入など経済的なこと

治安や地震などの災害に関
すること

介護に関すること

自分や家族の仕事のこと（就
職・失業）

子どもの教育や子育てのこと

地域の治安のこと

地域での人間関係

職場での人間関係

家族との人間関係

乳幼児の育児に関すること

その他

特にない

無回答

57.6

52.6

40.3

36.1

24.0

13.5

11.2

9.8

9.0

6.5

4.8

2.2

0.6

11.1

1.9

0 20 40 60 80 100
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㉟ 毎日の暮らしの中で相談や助けが必要なとき、誰に相談したいかについ

て（複数回答） 

「家族」の割合が79.3％と最も高く、次いで「友人・知人」の割合が48.8％、「親

戚」の割合が31.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

家族

友人・知人

親戚

市の相談窓口、職員

病院・医院の医師

職場の人

近所の人

民生委員・児童委員

福祉施設

駐在所や警察署

社会福祉協議会

その他

相談できる人がいない

どこに相談したらよいかわか
らない

相談したくない

無回答

79.3

48.8

31.0

24.2

18.7

8.4

7.3

4.0

7.5

3.8

7.8

1.1

2.1

2.1

1.0

2.0

0 20 40 60 80 100
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（７）社会的な課題について  

㊱ 身近な地域で、下記に示す虐待等について見聞きの有無について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊲ ヤングケアラーについて 

「名前を聞いたことがあり、内容も知っている」の割合が51.7％と最も高く、次い

で「名前も聞いたことがない」の割合が31.4％、「名前は聞いたことはあるが、内容

は知らない」の割合が14.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 889 51.7 14.3 31.4 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 889

高齢者への虐待

障がいのある人への虐待

子ども（18歳未満）への虐待

配偶者、恋人等への暴力

7.2

4.7

7.5

9.0

78.4

80.1

77.3

75.6

14.4

15.2

15.2

15.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見聞きしたことがある 見聞きしたことがない 無回答

名前を聞いたことがあり、内容も知っている

名前は聞いたことはあるが、内容は知らない

名前も聞いたことがない

無回答
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㊳ ヤングケアラーに必要な支援について（複数回答） 

「ヤングケアラーが困った時に相談できるスタッフや場所があること」の割合が

72.2％と最も高く、次いで「ヤングケアラーの代わりに家事やケアをしてくれる人が

いること」の割合が55.5％、「ヤングケアラーが自由になる時間が増えるようなサポ

ートがあること」の割合が52.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

ヤングケアラーが困った時に
相談できるスタッフや場所が
あること
ヤングケアラーが自由になる
時間が増えるようなサポート
があること
ヤングケアラーの代わりに家
事やケアをしてくれる人がい
ること

将来のことを相談できる場が
あること

信頼して見守ってくれる大人
がいること

ヤングケアラー同士で話し合
える場を提供すること

学校の先生や他の生徒がヤ
ングケアラーについて知り、
理解を深める機会があること

福祉サービスに関する情報が
わかりやすく得られること

福祉サービスの人に会って話
をすることができること

ヤングケアラーがケアしてい
る相手の病気や障がいにつ
いて、わかりやすく説明しても

学校で宿題や勉強をサポート
してもらえること

わからない

その他

無回答

72.2

52.6

55.5

45.2

47.2

21.7

42.3

30.4

24.6

19.2

25.5

8.9

2.2

4.3

0 20 40 60 80 100
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㊴ 社会的孤立について、地域住民の一員としてできると思うことについて 

（複数回答） 

「積極的に地域の人で挨拶や声をかけあうようにする」の割合が39.7％と最も高く、

次いで「相談できる機関があることを知らせる」の割合が35.0％、「変わった様子が

ないか、日ごろから気にかける」の割合が33.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊵ 「成年後見制度」について 

「制度は知っているが、利用する必要がない」の割合が34.8％と最も高く、次いで

「言葉は聞いたことがあるが、制度のことは知らない」の割合が31.2％、「言葉も聞

いたことはないし、制度もまったく知らない」の割合が27.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

言葉も聞いたことはないし、制度もまったく知らない

言葉は聞いたことがあるが、制度のことは知らない

制度は知っているが、利用する必要がない

制度を利用している

制度を利用するための手続き中である

制度を利用したいが、どのような手続きをしたらよいのかわからない

無回答

回答者数 =

　 889 27.8 31.2 34.8
0.9

0.1

1.9
3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 889 ％

誰もが気軽に集まれる場所を
作る

積極的に地域の人で挨拶や
声をかけあうようにする

相談できる機関があることを
知らせる

変わった様子がないか、日ご
ろから気にかける

状態が深刻化する前に、行政
や民生委員・児童委員に連
絡する
悩みを抱えた人のサインに気
づき、相談機関へつなげるよ
うにする

わからない

その他

無回答

28.6

39.7

35.0

33.0

23.2

26.3

17.8

1.2

2.8

0 20 40 60 80 100
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㊶ 「生活困窮者自立支援法（制度）」について 

「名前は聞いたことはあるが内容はわからない」の割合が43.8％と最も高く、次い

で「名前も内容も知らない」の割合が25.2％、「名前も内容も知っている」の割合が

21.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊷ 就労や心身の状況、地域社会との関係性などの事情で、経済的に困窮

し、最低限度の生活を維持することが困難になったとして、必要と思わ

れる支援内容について（複数回答） 

「就労その他の自立に関する相談支援を行う事業」の割合が59.2％と最も高く、次

いで「経済的理由により学習の機会が少ない子どもに対し、学習支援の場を提供する

などの事業」の割合が46.5％、「就労に向けての訓練など段階に応じたあっせん、サ

ポートをする事業」の割合が43.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 = 889 ％

就労その他の自立に関する
相談支援を行う事業

離職により住居を失った人、
または、失うおそれのある人
に対し家賃相当分を支給する
就労に向けての訓練など段
階に応じたあっせん、サポート
をする事業
住居のない人に対し、一定期
間宿泊場所や衣食の提供を
行う事業
家計を管理し、生活費を計画
的に支出できるようにサポー
トする事業
経済的理由により学習の機
会が少ない子どもに対し、学
習支援の場を提供するなどの

わからない

その他

無回答

59.2

30.9

43.9

39.5

18.8

46.5

11.9

1.2

4.6

0 20 40 60 80 100

名前も内容も知っている

名前は聞いたことはあるが内容はわからない

内容は聞いたことがある

名前も内容も知らない

無回答

回答者数 =

　 889 21.0 43.8 7.5 25.2 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（８）災害発生時における助け合い活動について  

㊸ 自治会・自主防災会等の防災活動の参加の有無について 

「参加していない」の割合が47.1％と最も高く、次いで「参加している」の割合が

32.2％、「防災活動をしているか知らない」の割合が11.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

㊹ 災害に備えての準備の有無について（複数回答） 

「非常用持ち出し袋や食料の用意」、「避難場所・避難経路の確認」の割合が43.5％

と最も高く、次いで「家具の固定（配置変更）」の割合が28.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

防災メール等への登録

家具の固定（配置変更）

家電の固定（落下防止対策）

非常用持ち出し袋や食料の
用意

避難場所・避難経路の確認

消火器・バケツの準備

家族の安否情報の確認方法

ハザードマップ・危険個所の
確認

地域の人たちとの災害時の
避難に関する話し合い

建物の耐震化・塀の補強など

特に準備はしていない

無回答

24.9

28.5

16.0

43.5

43.5

17.4

25.3

24.4

5.1

6.7

16.9

3.1

0 20 40 60 80 100

参加している 参加していない

防災活動は実施されていない 防災活動をしているか知らない

無回答

回答者数 =

　 889 32.2 47.1 3.7 11.6 5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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㊺ 災害時、不安に感じることについて（複数回答） 

「家にいたほうがいいのか、避難所に向かうのかの判断に迷うことが不安」の割合

が46.1％と最も高く、次いで「的確な情報を入手できるか不安」の割合が45.1％、

「避難所での生活が不安」の割合が43.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

小さい子どもがいるため速や
かに避難できるか不安

自身、または家族が高齢の
ため速やかに避難できるか不
安
自身、または家族に障がいが
あるため速やかに避難できる
か不安
避難をする際に誰かに助けて
ほしいが、助けてくれる人が
おらず不安

家族の安否確認がとれるか
不安

的確な情報を入手できるか不
安

家にいたほうがいいのか、避
難所に向かうのかの判断に
迷うことが不安

避難所での生活が不安

その他

特になし

無回答

9.3

25.1

6.2

4.0

38.9

45.1

46.1

43.1

2.2

7.4

2.9

0 20 40 60 80 100
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㊻ 地震や台風などの災害時に備え、高齢者、障がいのある人など災害弱者

に対する対策として、市が取り組むべきことについて（複数回答） 

「災害時の生活支援体制の確立」の割合が63.3％と最も高く、次いで「災害時の情

報伝達方法の確立」の割合が54.2％、「高齢者や障がいのある人などに配慮した支援

物資の確保」の割合が49.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 889 ％

災害時の生活支援体制の確
立

地域、近所での日頃からの協
力体制づくり

災害時の情報伝達方法の確
立

高齢者や障がいのある人な
どに配慮した支援物資の確
保

避難誘導体制の確立

ボランティアの受け入れ体制
の整備

その他

特になし

無回答

63.3

39.8

54.2

49.0

44.4

25.9

1.2

3.5

2.8

0 20 40 60 80 100
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（９）新型コロナウイルス感染症による影響について  

㊼ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大による経済的な影響のについて 

「変わらない」の割合が73.3％と最も高く、次いで「生活が苦しくなった」の割合

が25.3％となっています。 

 

 

 

 

 

㊽ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大による外出の機会の影響について 

「外出の機会が減った」の割合が88.5％と最も高く、次いで「変わらない」の割合

が10.5％となっています。 

 

 

 

 

 

㊾ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大による孤独や孤立、心身の健康状

態の変化等について 

「以前よりも感じる」と「以前と同様に感じる」をあわせた“感じる”の割合が59.2％

と高く、「以前よりも感じない」と「感じない」をあわせた“感じない”の割合が40.1％、

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

以前よりも感じる 以前と同様に感じる 以前よりも感じない

感じない 無回答

回答者数 =

　 889 42.4 16.8 1.9 38.2 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 889 88.5 10.5 0.3 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 889 25.3 73.3 0.4 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活が苦しくなった 変わらない 生活が楽になった 無回答

外出の機会が減った 変わらない 外出の機会が増えた 無回答
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㊿ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大による地域福祉に関するボランテ

ィアや市民活動（サークル活動など）などの取り組みの変化について 

「取り組んでいない」の割合が65.9％と最も高く、次いで「取り組んでいるが以前

より頻度は少ない」の割合が24.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

以前よりも多い頻度で取り組んでいる 以前と変わらず取り組んでいる

取り組んでいるが以前より頻度は少ない 取り組んでいない

無回答

回答者数 =

　 889
1.7

5.3
24.3 65.9 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３ 都留市地域福祉計画策定委員会条例 

(令和元年 7 月 1 日条例第 15 号) 

(設置) 

第 1 条 社会福祉法(昭和 26 年法律第 45 号)第 107 条の規定による都留市地域福祉計画

(以下「地域福祉計画」という。)の策定に際し、地域福祉に関連する分野の関係者等から広

く意見を求め、住民の意見を反映させた計画とするため都留市地域福祉計画策定委員会(以

下「委員会」という。)を置く。 

(所掌事務) 

第 2 条 委員会は、地域福祉計画の策定に関し必要と認められる事項について検討し、その

結果を市長に報告する。 

(組織) 

第 3 条 委員会は、委員 10 人以内で組織し、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は

任命する。 

(1) 識見を有する者 

(2) 地域福祉に関する団体の代表者 

(3) その他市長が必要と認める者 

(任期) 

第 4 条 委員の任期は、前条の規定により委嘱され、又は任命された日から地域福祉計画の

策定が完了するまでとする。 

2 委員に欠員を生じた場合は、補欠の委員を委嘱し、又は任命することができる。 

3 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

(委員長及び副委員長) 

第 5 条 委員会に、委員長及び副委員長各 1 人を置く。 

2 委員長及び副委員長は、委員の互選により定める。 

3 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

4 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

(会議) 

第 6 条 委員会の会議は、必要に応じて委員長が招集し、その議長となる。 

2 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

3 委員会の議事は、会議に出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。 

4 委員会において特に必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、その

説明又は意見を聴くことができる。 

(秘密保持) 

第 7 条 委員及び前条第 4 項の規定により会議に出席した者は、職務上知り得た秘密を漏ら

してはならない。その職を退いた後も、同様とする。 

(報酬及び費用弁償) 

第 8 条 委員の報酬及び費用弁償については、都留市非常勤職員の報酬及び費用弁償額並び

に支給方法条例(昭和 32 年都留市条例第 18 号)中「各種委員・協議会の委員」の規定を準

用する。 
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(庶務) 

第 9 条 委員会の庶務は、福祉保健部福祉課において処理する。 

(委任) 

第 10 条 この条例に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

(施行期日) 

1 この条例は、公布の日から施行する。 

(経過措置) 

2 この条例の施行の日前に都留市地域福祉計画策定委員会設置要綱等を廃止する告示(令和

元年都留市告示第 69 号)により廃止された都留市地域福祉計画策定委員会設置要綱(平成 2

2 年都留市告示第 13 号)の規定によりなされた手続その他の行為は、この条例の相当規定

によりなされた手続その他の行為とみなす。 
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４ 委員名簿 

 
区分 氏名 所属等 

学 識 経 験 者 

内 野  一 洋 都留市介護保険運営協議会会長 

椙 山  和 雄 都留市自治会連合会理事 

三 枝  秀 雄 都留市老人クラブ連合会会長 

山 本  政 雄 介護老人福祉施設長 

地域福祉団体 

平 井  三 郎 都留市民生委員・児童委員協議会副会長 

中 江  惠 子 都留市民生委員・児童委員協議会理事 

小 俣  正 春 山梨福祉事業会宝山寮寮長 

安富 惠美子 特定非営利法人むつみの会理事長 

小 林  正 樹 都留市社会福祉協議会事務局長 

 

  



95 

 

５ 用語解説 

【あ行】 

アウトリーチ 

支援が必要であるにもかかわらず届いていない人に対し、行政や支援機関などが積極的に

訪問して情報・支援を行うこと。 

 

【か行】 

権利擁護 

自己の権利や援助のニーズを表明することの困難な高齢者や障がい者等に代わって、援助

者が代理としてその権利やニーズの表明を支援し、代弁することをいう。 

 

高齢化率 

65 歳以上の高齢者人口が総人口に占める割合のこと。高齢化率が７％～14％の社会を高

齢化社会、14％～21％の社会を高齢社会、21％以上の社会を超高齢社会という。 

 

【さ行】 

社会福祉法 

社会福祉サービスの基礎をなす法律で、社会福祉の目的や理念、原理等を盛り込み、社会

福祉事業の範囲や社会福祉の基礎構造に関する規定が定められている。 

 

自主防災組織 

災害時に備え、災害を未然に防止し、または被害を軽減するために、地域住民が連携・協

同して自主的に設置し、地域で活動する組織。 

 

身体障害者手帳 

身体に障がいのある人が、各種サービスや支援を受けるのに必要な手帳。身体障害者とは、

身体障害者程度等級表に該当する障がいにより都道府県から障がいの認定を受けて手帳を

交付された人をいう。 

 

生活困窮者 

生活困窮者自立支援法第２条第１項に定める「現に経済的に困窮し、最低限度の生活を維

持することができなくなるおそれのある者」。 

 

生活困窮者自立支援法 

生活保護に至る前の段階の自立支援策の強化を図るため、生活困窮者に対し、自立相談支

援事業の実施、住居確保給付金の支給その他の支援を行うための所要の措置を講ずる制度。 
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成年後見制度 

知的障がい、精神障がい、認知症等により、判断能力が不十分な成年者を保護するための

制度。具体的には、判断能力が不十分な人について契約の締結等を代わりに行う後見人等を

選任したり、本人が誤った判断に基づいて契約を締結した場合、それを取り消すことができ

るようにする等、本人を不利益から守る制度。 

 

【た行】 

地域共生社会 

制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域

の多様な主体が 「我が事」として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて「丸ごと」

つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会のこと。

平成 28 年６月に閣議決定された「ニッポン一億総活躍プラン」において地域共生社会の実

現が盛り込まれており、今後の福祉改革を貫く「基本コンセプト」と位置づけられている。 

 

地域コミュニティ 

地域住民が生活している場所、すなわち消費、生産、労働、教育、医療、遊び、スポーツ、

芸能、祭りなどに関わり合いながら、住民相互の交流が行われている地域社会、あるいはそ

のような住民の集団を指す。 

 

地域生活課題 

福祉サービスを必要とする地域住民及びその世帯が抱える福祉、介護、介護予防（要介護

状態若しくは要支援状態となることの予防又は要介護状態若しくは要支援状態の軽減若し

くは悪化の防止をいう。）、保健医療、住まい、就労及び教育に関する課題、福祉サービスを

必要とする地域住民の地域社会からの孤立その他の福祉サービスを必要とする地域住民が

日常生活を営み、あらゆる分野の活動に参加する機会が確保される上での各般の課題。 

 

地域福祉活動計画 

地域福祉計画と連携・協働し、地域住民及び福祉・保健等の関係団体や事業者が、地域福

祉推進に主体的に関わるための具体的な活動の計画であり、社会福祉協議会が中心となり策

定する。地域住民やボランティア、当事者などが主体的に参加し、地域社会を基盤にして進

めていく地域福祉を、どのように推進していくかをまとめたもの。 

 

地域包括ケアシステム 

高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援の目的のもと、可能な限り住み慣れた地域で、自分

らしい暮らしを人生の最期まで続けることを可能とする、地域における包括的な支援・サー

ビス提供体制のこと。国は、令和７年を目途として構築を推進しており、保険者である市町

村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、地域の特性に応じて作り上げていくこと

が必要とされている。 
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地域包括支援センター 

市町村が設置主体となり、保健師・社会福祉士・主任介護支援専門員等を配置して、３職

種のチームアプローチにより、住民の健康の保持及び生活の安定のために必要な援助を行う

ことにより、その保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目的とする施設

のこと。主な業務は、介護予防支援及び包括的支援業務（①介護予防ケアマネジメント業務、

②総合相談支援業務、③権利擁護業務、④包括的・継続的ケアマネジメント支援業務）で、

制度横断的な連携ネットワークを構築して実施する。 

 

【な行】 

日常生活自立支援事業 

認知症高齢者、精神障がい者、知的障がい者等、判断能力が不十分な人が地域で自立した

生活を送れるよう、福祉サービスの利用に関する情報提供、助言、手続きの援助、利用料の

支払い等、福祉サービスの適切な利用のための一連の援助を一体的に行う事業のこと。 

 

認知症 

いったん正常に発達した知能が、脳の病的な変化により低下し、日常生活上あるいは社会

生活上支障をきたした状態をいう。代表的なものとして、アルツハイマー型認知症、脳血管

性認知症、レビー小体型認知症、前頭側頭型認知症がある。症状としては、認知機能障がい

（物忘れなど）、精神症状・行動障がい（幻覚、妄想、徘徊など）、神経症状（パーキンソン

様症状など）などがみられる。 

 

認知症サポーター 

認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守る応援者のことであり、認知症サ

ポーター養成講座を受講した人を認知症サポーターと呼んでいる。 

 

【は行】 

ハザードマップ 

将来危険が予想される自然災害について、発生しやすい自然災害の種類、範囲や危険度な

どを一定の基準で評価して示した地図。 

 

ひきこもり 

「ひきこもりの評価・支援に関するガイドライン」（厚生労働省、平成 22 年５月 19 日公

表）で定義される「様々な要因の結果として社会的参加（義務教育を含む就学、非常勤職を

含む就労、家庭外での交遊など）を回避し、原則的には６か月以上にわたって概ね家庭にと

どまり続けている状態（他者と交わらない形での外出は除く）を指す現象概念」。 
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ボランティアセンター 

地区又は職場や学校においてボランティアに関する事務を行い、ボランティアの活性化を

図る組織。市区町村単位で社会福祉協議会と連携して設置されることが多く、ボランティア

情報の収集と発信、ボランティアコーディネート業務、ボランティアに関する教育・研修の

場、ボランティアの情報交換の場として機能している。 

 

【ま行】 

民生委員・児童委員 

民生委員は、厚生労働大臣から委嘱された特別職の地方公務員（非常勤）であり、ボラン

ティアとして地域住民の立場に立って相談に応じ、必要な援助等を行っている。また、民生

委員は児童委員も兼ねることとされており、地域の子どもたちが元気に安心して暮らせるよ

うに、子どもたちを見守り、子育ての不安や妊娠中の心配ごとなどの相談・支援等も行って

いる。 

 

【や行】 

ユニバーサルデザイン 

文化・言語・国籍の違い、老若男女といった差異、障がい・能力の如何を問わず、すべて

の人に利用やすいように考えられたデザインのこと。 

 

【数字／英字】 

ＮＰＯ 

特定非営利活動促進法に定める分野の非営利活動を行う民間の団体が、特定非営利活動法

人（ＮＰＯ法人）という法人格を取得することで、継続的かつ健全な活動を展開することが

できる制度。 

 

ＮＰＯ法人 

民間非営利団体のうち、法的な人格を認めた特定非営利活動法人のこと。 
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